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定期レポートの間隔
ゲートウェイリソースエンティティの定期的なレポートのパラメータを設定するには、音声ク

ラス設定モードで定期レポート間隔コマンドを使用します。定期的なレポートのパラメータ

設定を無効にするには、このコマンドの無形式を使用します。

periodic-reportinterval秒
いいえ定期レポート間隔秒

構文の説明 定期的な間隔 (秒単位)の説明。値の範囲は 30～ 21600です。秒

コマンドデフォルト 定期間隔レポートのパラメータが無効になります。

コマンドモード
音声クラスコンフィギュレーションモード (config-class)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.1(2)T

使用上のガイドライン periodic-reportintervalコマンドを使用して、リソースの監視状況を外部エンティティに定期的
にレポートします。トリガーは、事前に設定された間隔の値に基づいて行われます。このレ

ポート方法で収集された統計を使用してください。

例 次の例は、180秒ごとにレポートをトリガーするようにリソースグループを構成する
方法を示しています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# voice class resource-group 1
Router(config-class)# periodic-report interval 180

関連コマンド 説明コマンド

リソース割り当て表示 (RAI)のデバッグを有効にします。debugrai

SIP RAIメカニズムを設定します。raitarget

リソースを監視するためのパラメータを設定するには、音声ク

ラス設定モードで resourceコマンドを使用します。
リソース(音声)

特定のリソースグループまたはすべてのリソースグループの構

成情報を表示します。

showvoiceclassresource-group
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説明コマンド

音声クラスコンフィギュレーションモードを開始し、リソース

グループの IDタグ番号を割り当てます。
voiceclassリソースグループ
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permit hostname (SIP)
最初の着信 INVITEメッセージの検証中に使用されるホスト名を保存するには、SIP-UAコン
フィギュレーションモードまたは音声クラステナントコンフィギュレーションモードで、permit
hostnameコマンドを使用します。保存されているホスト名を削除するには、このコマンドの
no形式を使用します。

permit hostname dns:domain-name

いいえpermitホスト名

構文の説明 DNS形式のドメイン名。ドメイン名の長さは 30文字までです。30文字を超
えるドメイン名は切り詰められます。

dns:domain-name

コマンドモード SIP-UA構成

音声クラステナント構成 (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(9)T

このコマンドが音声クラステナントで利用できるよう

になりました。

15.6(2)Tおよび IOSXEデナリ 16.3.1

Yangモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XEダブリン 17.10.1a

使用上のガイドライン permithostnameコマンドを使用すると、FQDN (完全修飾ドメイン名)形式のホスト名を指定
し、受信する最初の INVITEメッセージの検証中に使用することができます。ホスト名の長さ
は 30文字までです。30文字を超えるホスト名は切り詰められます。 permithostnameコマンド
を繰り返すことで、ホスト名を最大10件保存できます。

構成されると、要求されたUniversal Resource Identifier (URI)中のホスト名を持つ最初の INVITE
が、構成されたホスト名のリストと比較されます。一致する場合、INVITEが処理されます。
一致しない場合、「400不正な要求 -無効なホスト」が送信され、呼び出しが拒否されます。

ソフトウェアリリース 12.4(9)Tより前では、着信 INVITE要求メッセージのホスト名は、IPv4
形式の場合にのみ検証されました。完全修飾ドメイン名 (FQDN)形式でホスト名を指定できる
ようになりました。

（注）

例 次の例では、ホスト名を sip.example.comに設定する方法を示します:

Router(config)# sip-ua
Router(conf-sip-ua)# permit hostname dns:sip.example.com
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phone context
設定したパターンに一致する phone-contextフィールドを含まない URIをフィルタリングする
には、音声 URIクラス設定モードで phonecontextコマンドを使用します。パターンを削除す
るには、このコマンドの no形式を使用します。

phonecontextphone-context-pattern

いいえphoneコンテキスト

構文の説明 SIPまたは TELURIの電話コンテキストフィールドと照合するCisco IOS
正規表現パターン。最大 32文字です。

phone-context-pattern

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
音声 URIクラスの設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

使用上のガイドライン •このコマンドは、 host, phonenumberなど、少なくとも 1つの他のパターンマッチコマン
ドと一緒に使用します。またはユーザ ID;これを単独で使用しても、voiceクラスで一致
するものは得られません。

•音声クラスでパターンコマンドを使用する場合、このコマンドは使用できません。pattern
コマンドはURI全体にマッチしますが、このコマンドは特定のフィールドにのみマッチし
ます。

例 次の例では、URI音声クラスの phoneコンテキストに一致を設定します。

voice class uri 10 tel
phone number ^408
phone context 555

関連コマンド 説明コマンド

音声アプリケーションにより提供される宛先URIとの照合に使用する音
声クラスを指定します。

destinationuri

SIP URIのホストフィールドに基づいて通話を照合します。host
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説明コマンド

VoIPダイヤルピアを着信呼び出しの URIと照合するために使用される
音声クラスを指定します。

着信URI

SIPまたは TEL URI全体に基づいて通話を照合します。パターン

TEL URIの電話番号フィールドに基づいて通話を照合します。電話番号

着信音声通話の特定のURIに一致するダイヤルピア（dial peer）を表示し
ます。

showdialplanincalluri

特定の宛先 URIに一致する発信ダイヤルピアを表示します。showdialplanuri

SIP URIのユーザ IDフィールドに基づいて通話を照合します。ユーザ ID

SIPまたはTELURIを含むコールにダイヤルピアを照合するための音声
クラスを作成または変更します。

voiceclassuri
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電話番号
電話 (TEL)URI (UniformResource Identifier)の電話番号フィールドに基づいて発信を照合するに
は、 phonenumberコマンドを使用します。音声 URIクラスの設定モードで使用します。パ
ターンを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

phonenumber電話番号パターン
いいえphonenumber

構文の説明 TEL URIの電話番号フィールドと照合する Cisco IOS正規表現パターン。
最大 32文字です。

電話番号パター

ン

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
音声 URIクラスの設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

使用上のガイドライン •このコマンドは TEL URIの音声クラスでのみ使用します。

•音声クラスでpatternコマンドを使用する場合、このコマンドは使用できません。pattern
コマンドはURI全体にマッチしますが、このコマンドは特定のフィールドにのみマッチし
ます。

例 次の例では、TELURIの電話番号フィールドで一致する音声クラスを定義しています。

voice class uri r101 tel
phone number ^408

関連コマンド 説明コマンド

URI音声クラスに関連するデバッグメッセージを表示します。debugvoiceuri

音声アプリケーションにより提供される宛先URIとの照合に使用する音声
クラスを指定します。

destinationuri

VoIPダイヤルピアを着信呼び出しのURIと照合するために使用される音声
クラスを指定します。

着信URI

SIPまたは TEL URI全体に基づいて通話を照合します。パターン
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説明コマンド

設定されたパターンに一致する phone-contextフィールドを含まないURIを
フィルタリングします。

電話コンテキス

ト

SIPまたは TEL URIを含むコールにダイヤルピアを照合するための音声ク
ラスを作成または変更します。

voiceクラスuri
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電話プロキシ (ダイヤルピア)
関連するダイヤルピアにフォンプロキシを設定するには、ダイヤルピア設定モードでphone-proxy
コマンドを使用します。関連するダイヤルピアのフォンプロキシを削除するには、no形式で
コマンドを使用します。

phone-proxy電話プロキシ名signal-addr ipv4IPv4アドレスcucm ipv4IPv4アドレス

構文の説明 特定の Phone Proxyの名前で
す。

電話プロキシ名

アクセス側の SIPシグナル
IPv4アドレスを指定します。

signal-addr ipv4ipv4-address

コールマネージャサーバの

IPv4アドレスを指定します。
cucm ipv4ipv4-address

コマンドモード ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン

例

次に、関連するダイヤルピアにフォンプロキシを設定する例を示します。

Device(config)# dial-peer voice 1 voip
Device(config-dial-peer)# phone-proxy pp signal-addr ipv4 10.0.0.8 cucm ipv4 198.51.100.1
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pickup direct
アナログ電話からグピックアップダイレクトにアクセスするための機能アクセスコード（FAC）
の機能コードを定義するには、STCアプリケーション機能アクセスコード設定モードで
pickupdirectコマンドを使用します。コードをデフォルトに戻すには、このコマンドの no形
式を使用します。

pickup直接キーパッド文字
いいえpickup直接

構文の説明 電話のキーパッドでダイヤルできる文字列 (0-9、*、#)。デフォルト: 6。

Cisco IOSRelease 12.4(20)YAより前では、これは一文字です。Cisco IOSRelease
12.4(20)YA以降のリリースでは、文字列は次のいずれかになります。

• 1文字 (0-9、*、#)

• 2桁の数字 (00-99)

• 2-4文字 (0-9, *, #)の先頭または末尾の文字はアスタリスク (*)または
シャープ (#)でなければなりません

キーパッド文

字

コマンドデフォルト デフォルト値は 6です。

コマンドモード
STCアプリケーション機能アクセスコード設定 (config-stcapp-fac)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(2)T

keypad-character引数の長さが 1から 4文字に変更されました。12.4(20)YA

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(22)Tに統合されました。12.4(22)T

使用上のガイドライン このコマンドは、ピックアップダイレクトの機能コードの値をデフォルトの (6)から指定され
た値に変更します。

Cisco IOS Release 12.4(20)YAおよびそれ以降のリリースでは、 keypad-character引数の長さが
少なくとも 2文字で、文字列の先頭または末尾の文字がアスタリスク (*)またはシャープ (#)
である場合、電話ユーザはこの機能にアクセスするためにプレフィックスをダイヤルする必要

はありません。通常、電話ユーザは**6のように、プレフィックスと機能コードで構成される
機能アクセスコード (FAC)をダイヤルします。機能コードが78#の場合、電話ユーザは、FAC
プレフィックスなしで 78#のみをダイヤルして、対応する機能にアクセスします。

Cisco IOS Release 12.4(20)YA以降のリリースでは、別の機能コード、スピードダイヤルコー
ド、またはリダイヤルFSDですでに設定されている値でこのコマンドを設定しようとすると、
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メッセージを受信します。重複するコードを設定する場合、システムは、showstcappfeaturecodes
コマンドの出力に示される優先順位の順序で最初に一致する機能を実装します。

Cisco IOS Release 12.4(20)YA以降のリリースでは、排除する値、または別の FAC、スピード
ダイヤルコード、またはリダイヤル FSDによって排除される値でこのコマンドを設定しよう
とすると、メッセージを受信します。機能コードを排除する、または他のコードによって排除

される値に設定した場合、システムは常に最も短いコードのコール機能を実行し、長いコード

は無視します。例えば、#1は常に #12と #123を優先します。電話ユーザがその機能にアクセ
スできるように、排除されたコードに新しい値を設定する必要があります。

すべての FACのリストを表示するには、 showstcappfeaturecodesコマンドを使用します。

この FACは Cisco Unified Communications Managerではサポートされていません。（注）

例 次の例は、PickupDirectの機能コードの値をデフォルト (6)から変更する方法を示して
います。また、この設定により、すべての FACのプレフィックスがデフォルト (**)
から ##に変更されます。この構成では、電話ユーザはキーパッドの ##3を押してか
ら、呼び出し中の内線番号を押して、着信コールを取る。

Router(config)# stcapp feature access-code
Router(config-stcapp-fac)# prefix ##
Router(config-stcapp-fac)# pickup direct 3
Router(config-stcapp-fac)# exit

関連コマンド 説明コマンド

別のグループからのグループコールピックアップへの機能アクセ

スコード (FAC)の機能コードを定義します。
ピックアップグループ

ローカルグループからのグループコールピックアップへの機能ア

クセスコード (FAC)の機能コードを定義します。
ローカルピックアップ

機能アクセスコード (FAC)のプレフィックスを定義します。プレフィックス
(stcapp-fac)

すべての機能アクセスコード (FAC)を表示します。showstcappfeaturecodes

STCアプリケーションで機能アクセスコード (FAC)を有効にし、
STCアプリケーション機能アクセスコードコンフィギュレーショ
ンモードを開始して、デフォルトからプレフィックスと機能コー

ドの値を変更します。

stcappfeatureaccess-code
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ピックアップグループ
アナログ電話からグループ通話ピックアップにアクセスするための機能アクセスコード（FAC）
の機能コードを定義するには、STCアプリケーション機能アクセスコード設定モードでピック
アップグループコマンドを使用します。コードをデフォルトに戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

pickupグループキーパッド文字
いいえpickupグループ

構文の説明 電話のキーパッドでダイヤルできる文字列 (0-9、*、#)。デフォルト: 4。

Cisco IOSRelease 12.4(20)YAより前では、これは一文字です。Cisco IOSRelease
12.4(20)YA以降のリリースでは、文字列は次のいずれかになります。

• 1文字 (0-9、*、#)

• 2桁の数字 (00-99)

• 2-4文字 (0-9, *, #)の先頭または末尾の文字はアスタリスク (*)または
シャープ (#)でなければなりません

キーパッド文

字

コマンドデフォルト デフォルト値は 4です。

コマンドモード
STCアプリケーション機能アクセスコード設定 (config-stcapp-fac)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(2)T

keypad-character引数の長さが 1から 4文字に変更されました。12.4(20)YA

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(22)Tに統合されました。12.4(22)T

使用上のガイドライン このコマンドは、ピックアップダイレクトの機能コードの値をデフォルトの (4)から指定され
た値に変更します。

Cisco IOS Release 12.4(20)YAおよびそれ以降のリリースでは、 keypad-character引数の長さが
少なくとも 2文字で、文字列の先頭または末尾の文字がアスタリスク (*)またはシャープ (#)
である場合、電話ユーザはこの機能にアクセスするためにプレフィックスをダイヤルする必要

はありません。通常、電話ユーザは**4のように、プレフィックスと機能コードで構成される
特殊機能アクセスコード (FAC)をダイヤルします。機能コードが78#の場合、電話ユーザは、
FACプレフィックスなしで 78#のみをダイヤルして、対応する機能にアクセスします。

Cisco IOS Release 12.4(20)YA以降のリリースでは、別の機能コード、スピードダイヤルコー
ド、またはリダイヤルFSDですでに設定されている値でこのコマンドを設定しようとすると、
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メッセージを受信します。重複するコードを設定する場合、システムは、showstcappfeaturecodes
コマンドの出力に示される優先順位の順序で最初に一致する機能を実装します。

Cisco IOS Release 12.4(20)YA以降のリリースでは、排除する値、または別の機能コード、ス
ピードダイヤルコード、またはリダイヤル FSDによって排除される値でこのコマンドを設定
しようとすると、メッセージを受信します。機能コードを排除する、または他のコードによっ

て排除される値に設定した場合、システムは常に最も短いコードのコール機能を実行し、長い

コードは無視します。例えば、#1は常に #12と #123を優先します。電話ユーザがその機能に
アクセスできるように、排除されたコードに新しい値を設定する必要があります。

すべての FACのリストを表示するには、 showstcappfeaturecodesコマンドを使用します。

例 次の例では、ピックアップダイレクトの機能コードの値をデフォルト (4)から変更す
る方法を示します。また、この設定により、すべてのFACのプレフィックスがデフォ
ルト (**)から ##に変更されます。これらの値を設定した後、電話ユーザはキーパッ
ドの ##3を押してから、呼び出し中の内線番号のピックアップグループ番号を押し
て、着信を取る。

Router(config)# stcapp feature access-code
Router(config-stcapp-fac)# prefix ##
Router(config-stcapp-fac)# pickup direct 3
Router(config-stcapp-fac)# exit

関連コマンド 説明コマンド

呼び出し中の内線番号のダイレクトコールピックアップ用の Feature
Access Code (FAC)の機能コードを定義します。

ピックアップ直通

ローカルグループからの着信にピックアップするグループ通話ピッ

クアップの Feature Access Code (FAC)の機能コードを定義します。
ローカルピックアップ

機能アクセスコード (FAC)のプレフィックスを定義します。prefix(stcapp-fac)

すべての機能アクセスコード (FAC)を表示します。showstcappfeaturecodes

機能アクセスコード (FAC)を有効にし、STCアプリケーション機能
アクセスコードコンフィギュレーションモードを開始して、デフォ

ルトからプレフィックスと機能コードの値を変更します。

stcappfeatureaccess-code
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pickup local
アナログ電話からグループ通話ピックアップにアクセスするための機能アクセスコード（FAC）
の機能コードを定義するには、STCアプリケーション機能アクセスコード設定モードでピック
アップグループコマンドを使用します。コードをデフォルトに戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

pickupローカルキーパッド文字
いいえpickupローカル

構文の説明 電話のキーパッドでダイヤルできる文字列。デフォルト: 3。

Cisco IOSRelease 12.4(20)YAより前では、これは一文字です。Cisco IOSRelease
12.5(20)YA以降のリリースでは、次のいずれかの文字列になります。

• 1文字 (0-9、*、#)

• 2桁の数字 (00-99)

• 2-4文字 (0-9, *, #)の先頭または末尾の文字はアスタリスク (*)または
シャープ (#)でなければなりません

keypad-character

コマンドデフォルト デフォルト値は 3です。

コマンドモード
STCアプリケーション機能アクセスコード設定 (config-stcapp-fac)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(2)T

keypad-character引数の長さが 1から 4文字に変更されました。12.4(20)YA

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(22)Tに統合されました。12.4(22)T

使用上のガイドライン このコマンドは、ローカルグループピックアップの機能コードの値をデフォルトの (3)から指
定された値に変更します。

Cisco IOS Release 12.4(20)YAおよびそれ以降のリリースでは、 keypad-character引数の長さが
少なくとも 2文字で、文字列の先頭または末尾の文字がアスタリスク (*)またはシャープ (#)
である場合、電話ユーザはこの機能にアクセスするためにプレフィックスをダイヤルする必要

はありません。通常、電話ユーザは**3のように、プレフィックスと機能コードで構成される
特殊機能アクセスコード (FAC)をダイヤルします。機能コードが78#の場合、電話ユーザは、
FACプレフィックスなしで 78#のみをダイヤルして、対応する機能にアクセスします。

Cisco IOS Release 12.4(20)YA以降のリリースでは、別の機能コード、スピードダイヤルコー
ド、またはリダイヤル FSDにすでに設定されている値を使ってこのコマンドを設定しようと
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すると、メッセージが表示されます。重複するコードを設定する場合、システムは、

showstcappfeaturecodesコマンドの出力に示される優先順位の順序で最初に一致する機能を実
装します。

Cisco IOS Release 12.4(20)YA以降のリリースでは、排除する値、または別の機能コード、ス
ピードダイヤルコード、またはリダイヤル FSDによって排除される値でこのコマンドを設定
しようとすると、メッセージを受信します。機能コードを排除する、または他のコードによっ

て排除される値に設定した場合、システムは常に最も短いコードのコール機能を実行し、長い

コードは無視します。例えば、#1は常に #12と #123を優先します。電話ユーザがその機能に
アクセスできるように、排除されたコードに新しい値を設定する必要があります。

すべての FACのリストを表示するには、 showstcappfeaturecodesコマンドを使用します。

例 次の例では、ピックアップダイレクトの機能コードの値をデフォルト (3)から変更す
る方法を示します。また、この設定により、すべてのFACのプレフィックスがデフォ
ルト (**)から ##に変更されます。この設定では、電話ユーザは、キーパッドの ##9
を押して、この内線番号と同じグループの着信コールに応答する必要があります。

Router(config)# stcapp feature access-code
Router(config-stcapp-fac)# prefix ##
Router(config-stcapp-fac)# pickup local 9
Router(config-stcapp-fac)# exit

関連コマンド 説明コマンド

呼び出し中の内線番号のダイレクトコールピックアップ用のFeature
Access Code (FAC)の機能コードを定義します。

ピックアップ直通

グループ通話ピックアップが別のグループからの着信通話に応答

するための機能アクセスコード (FAC)の機能コードを定義します。
ピックアップグループ

機能アクセスコード (FAC)のプレフィックスを定義します。プレフィックス
(stcapp-fac)

すべての機能アクセスコード (FAC)を表示します。showstcappfeaturecodes

STCアプリケーションの機能アクセスコード FACを有効にし、
STCアプリケーション機能アクセスコードコンフィギュレーショ
ンモードを開始して、デフォルトからプレフィックスと機能コー

ドの値を変更します。

stcappfeatureaccess-code
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playout-delay (dial peer)
デジタルシグナルプロセッサ (DSP)のプレイアウトバッファをWANのスイッチによって引
き起こされるパケットジッターに対応できるように調整するには、 playout-delayコマンドを
ダイヤルピア設定モードで使用します。再生バッファをデフォルトにリセットするには、この

コマンドの no形式を使用します。

再生遅延 {ファクスミリ秒 |最大ミリ秒 |最小 {default | low | high} | nominalミリ秒}
いいえ再生遅延 {fax | maximum | minimum | nominal}

構文の説明 ジッターバッファがファックスコールに適用する再生遅延の量をミリ

秒で指定します。値の範囲は 0～ 700です。デフォルトは 300です。
faxmilliseconds

(適応モードのみ)ジッターバッファの上限、または適応遅延に設定され
ている最高値 (ミリ秒単位)。

範囲は 40から 1700ですが、この値は DSPのタイプと、音声カードの
コーデック複雑度の設定によって異なります。 (コーデック複雑性コマ
ンドを参照。)デフォルトは 200です。

ボイスカードが高コーデック複雑度に設定されている場合、圧縮コー

デックのmaximumの上限値は 250msです。中複雑度のコーデック設定
では、最大の maximum値は 150 msです。

音声カード複雑度設定をサポートしない音声ハードウェア（例：Cisco
3600シリーズルータのアナログ音声モジュール）の上限は 200 msで
す。

maximummilliseconds

(適応モードのみ)ジッターバッファの下限、または適応遅延が設定され
ている最小値 (ミリ秒単位)。値は次のとおりです。

• default--40ms。ネットワークに通常のジッター状態がある場合に使
用します。これはデフォルトです。

• low--10ms。ネットワークのジッター状態が低い場合に使用します。

• high--40 ms。ネットワークのジッター状態が高い場合に使用しま
す。

最小
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ゲートウェイのジッターバッファにより、コールの開始時に適用される

再生遅延の量 (ミリ秒単位)。固定モードでは、これは通話中のジッター
バッファの最大サイズでもあります。

範囲は 0から 1500ですが、この値は DSPのタイプと、音声カードの
コーデック複雑度の設定によって異なります。デフォルトは60です。

電話会議以外の通話でDSPwareバージョン4.1.33以降を使用している場
合、次の値を指定できます。

•音声カードが高コーデック複雑度に設定されている場合、圧縮コー
デックの nominalキーワードに設定できる最高値は 200 msです。

•中複雑度のコーデック設定の場合、最高公称値は 150 msです。

公称ミリ秒

電話会議の場合、DSPwareバージョン 4.1.33以降を使用している場合、
次の値を指定できます:

•最初のデコーダストリームには、200ms (高複雑度コーデック)また
は 150 ms (中複雑度コーデック)の公称値を割り当てることができ
ます。

•後続のデコーダーストリームは、150 ms (高複雑度)または 80 ms
(中複雑度)の最高公称値に制限されます。

再生遅延モードが固定動作に設定され、予想されるジッターバッファ

サイズに公称値が設定されている場合、プレイアウト遅延の最小実効値

は、使用中のコーデックと設定された最小値によって異なります。

• playout-delayminimumlowが設定されている場合でも、実際のジッ
ターバッファの最小サイズは 30msになります。公称値を30ミリ秒
未満に設定しても。

• playout-delayminimumdefaultの場合、固定モードで実行中の最小
ジッターバッファサイズは 60msになります。

固定モードが設定されている場合、G.729を使用すると公称値に10ミリ
秒が追加され、G.711を使用すると5ミリ秒が追加されます。

音声カード複雑度の設定をサポートしない音声ハードウェア (Cisco3600
シリーズルータのアナログ音声モジュールなど)の上限は、最初のデ
コーダストリームで 200 ms、後続のデコーダストリームで 150 msで
す。

（注）

4.1.33より前のDSPwareバージョンでは、構成可能な最大の公称値は、
高複雑度コーデック構成およびアナログモジュールで 150msです。中
複雑度のコーデック設定での最高公称値は 80 msです。

公称ミリ秒(続き)
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コマンドデフォルト fax--300ミリ秒maximum--200ミリ秒minimum--デフォルト（40ミリ秒）nominal--60ミリ秒

コマンドモード
ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco MC3810に導入されました。11.3(1)MA

このコマンドがCisco2600シリーズおよびCisco3600シリーズに実装されました。12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドが Cisco ICS7750に実装されました。12.1(3)XI

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。ダイヤルピア構成
モードのサポートが次のプラットフォームで追加されました:Cisco2600シリーズ、
Cisco 3600シリーズ、Cisco 7200シリーズ、Cisco MC3810、Cisco AS5200、Cisco
AS5300、CiscoAS5400、およびCiscoAS5800。minimumキーワードが導入されま
した。

12.1(5)T

faxキーワードが追加されました。12.2(13)T

DSPwareバージョン 4.1.33が実装されました。12.2(13)T8

使用上のガイドライン Cisco IOS Release 12.1(5)T以前は、このコマンドは音声ポート設定モードで使用されていまし
た。 Cisco IOS Release 12.1(5)Tおよびそれ以降のリリースでは、ほとんどの場合、再生遅延
は、発信される音声トラフィックの受信側である、Voice over IP (VoIP)ダイヤルピアのダイヤ
ルピアコンフィギュレーションモードで設定する必要があります。このダイヤルピアはネッ

トワーク状態を検知し、必要に応じてジッターバッファを調整する DSPにそれらをリレーし
ます。複数のアプリケーションがゲートウェイで設定されるとき、再生遅延はダイヤルピア設

定モードで設定される必要があります。設定するダイヤルピアの数が多い場合、音声ポートの

プレイアウト遅延を設定する方が簡単な場合があります。競合する再生遅延値が音声ポートと

ダイヤルピアで設定されている場合、ダイヤルピア設定が優先されます。

再生遅延は、音声パケットが DSPのジッターバッファで受信されてから、コーデックに再生
されるまでの時間です。通常のジッター状態を持つほとんどのネットワークでは、デフォルト

設定で十分であるため、このコマンドを設定する必要はありません。

ジッターを減らして音声品質を改善したい場合、またはネットワーク遅延を減らしたい場合、

playout-delayパラメータを設定できます。パラメータは、適応と固定の 2つの再生遅延モード
でわずかに異なります ( playout-delaymodeコマンドを参照)。

適応モードでは、音声パケットの平均遅延は、コールの進行に伴うパケットの着信変動の量に

応じて変動します。ジッターバッファは、ジッターを補償し、音声パケットの円滑な再生を

維持するために、設定された最大および最小制限内で拡大および縮小します。最大値は、適応

型遅延が設定される最高値を確立します。最小制限は、アダプティブジッターバッファによ

る着信パケットの遅延の下限しきい値です。ジッターバッファの成長と縮小を制御する DSP
のアルゴリズムは、ネットワーク遅延を犠牲にして、音声品質の改善に向けて重み付けされま
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す。ジッターバッファサイズは、ネットワーク伝送のスパイクに応答して急速に増加し、輻

輳の緩和に応答してゆっくりと減少します。

固定モードでは、公称値はゲートウェイのジッターバッファによって通話の開始時に適用され

る再生遅延の量であり、通話中のジッターバッファの最大サイズでもあります。

原則として、デフォルトのプレイアウト遅延設定でジッターが原因で過度に音声が途切れる場

合、プレイアウト遅延時間を増やします。ネットワークが小さく、ジッタが最小の場合、プレ

イアウト遅延時間を減らして全体の遅延を小さくします。

ネットワークに突発的なジッタがある場合、ジッタバッファが実際には再生遅延を正確に調整

していても、音声品質が劣化する可能性があります。不安定なネットワーク状態に合わせて再

生遅延を常に再調整することで生じる音声品質の問題は、通常、適応モードで再生遅延の最小

値を大きくするか、固定モードで遅延の公称値を大きくすることで問題は解決します。

showcallactivevoiceコマンドを使用して、現在の遅延と同様に通話中の遅延の最高水点と最低
水点を表示します。ジッターの問題のサイズを判断するのに役立つ他のフィールドには、

ReceiveDelay、GapFillWith...、LostPackets、EarlyPackets、LatePacketsがあります。
showcallactivevoiceコマンドの出力例を次に示します:

VOIP:
ConnectionId[0xECDE2E7B 0xF46A003F 0x0 0x47070A4]
IncomingConnectionId[0xECDE2E7B 0xF46A003F 0x0 0x47070A4]
RemoteIPAddress=192.168.100.101
RemoteUDPPort=18834
RoundTripDelay=26 ms
SelectedQoS=best-effort
tx_DtmfRelay=inband-voice
FastConnect=TRUE
Separate H245 Connection=FALSE
H245 Tunneling=FALSE
SessionProtocol=cisco
SessionTarget=
OnTimeRvPlayout=417000
GapFillWithSilence=850 ms
GapFillWithPrediction=2590 ms
GapFillWithInterpolation=0 ms
GapFillWithRedundancy=0 ms
HiWaterPlayoutDelay=70 ms
LoWaterPlayoutDelay=29 ms
ReceiveDelay=39 ms
LostPackets=0
EarlyPackets=0
LatePackets=86

例 次の例では、VoIPダイヤルピア 80で、最小再生遅延 10 ms、最大再生遅延 60 msのデ
フォルトの適応モードを使用します。ジッターバッファのサイズは、DSPが検出する
ジッターの量に基づいて上下に調整されますが、10msより小さくなることはなく、60
msより大きくなることはありません。

dial-peer 80 voip
playout-delay minimum low
playout-delay maximum 60
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関連コマンド 説明コマンド

使用しているコーデック標準に基づいて、通話の密度とコーデック

の複雑度を指定します。

コーデック複雑度

WAN内のスイッチによって引き起こされるパケットのジッターに
対応するために、プレイアウトバッファを調整します。

playout-delay (voice-port)

DSPのジッターバッファーに対して、固定モードまたは適応モー
ドを選択します。

プレイアウト-遅延モー
ド

音声通話のアクティブな通話情報を表示します。showcallactivevoice
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playout-delay (voice-port)
WAN内のスイッチが原因のパケットジッターに対応するようにプレイアウトバッファを調整
するには、音声ポート設定モードで playout-delayコマンドを使用します。再生バッファをデ
フォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

playout-delay {fax | maximum | nominal}ミリ秒
いいえ再生遅延 {fax | maximum | nominal}

構文の説明 ジッターバッファがファックスコールに適用する再生遅延の量をミリ秒で指定

します。値の範囲は 0～ 700です。デフォルトは 300です。
FAXミリ
秒

デジタルシグナルプロセッサ (DSP)が音声パケットの破棄を開始する前に許容
する遅延時間 (ミリ秒単位)。値の範囲は40～320です。デフォルトは160です。

最大ミリ

秒

音声パケットを再生する前にDSPが挿入する初期 (および最小許容)遅延時間 (ミ
リ秒単位)。値の範囲は 40～ 200です。デフォルトは 80です。

公称ミリ

秒

コマンドデフォルト fax--300 millisecondsmaximum--160 millisecondsnominal--80 milliseconds

コマンドモード
音声ポートの構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。11.3(1)MA

このコマンドがCisco2600シリーズおよびCisco3600シリーズに実装されました。12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

faxキーワードが追加されました。12.2(13)T

使用上のガイドライン デフォルトのプレイアウト遅延設定では、ジッターが原因で過度に音声が途切れる場合は、遅

延時間を増やします。ネットワークが小さくジッターが小さい場合、遅延時間を減らします。

Cisco IOS Release 12.1(5)T以前は、playout-delayコマンドは音声ポート設定モードで設定され
ていました。 Cisco IOS Release 12.1(5)Tおよびそれ以降のリリースでは、ほとんどの場合、再
生遅延は、発信される音声トラフィックの受信側である、Voice over IP (VoIP)ダイヤルピアの
ダイヤルピアコンフィギュレーションモードで設定する必要があります。このダイヤルピア

はネットワーク状態を検知し、必要に応じてジッターバッファを調整する DSPにそれらをリ
レーします。複数のアプリケーションがゲートウェイで設定されるとき、再生遅延はダイヤル

ピア設定モードで設定される必要があります。設定するダイヤルピアの数が多い場合、音声

ポートのプレイアウト遅延を設定する方が簡単な場合があります。競合する再生遅延値が音声

ポートとダイヤルピアで設定されている場合、ダイヤルピア設定が優先されます。
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再生遅延は、音声パケットが DSPのジッターバッファで受信されてから、コーデックに再生
されるまでの時間です。通常のジッター状態を持つほとんどのネットワークでは、デフォルト

設定で十分なので、 playout-delayコマンドを設定する必要はありません。

ジッターを減らして音声品質を改善したい場合、またはネットワーク遅延を減らしたい場合、

playout-delayパラメータを設定できます。パラメータは、適応と固定の 2つの再生遅延モード
でわずかに異なります ( playout-delaymodeコマンドを参照)。

適応モードでは、音声パケットの平均遅延は、コールの進行に伴うパケットの着信変動の量に

応じて変動します。ジッターバッファは、ジッターを補償し、音声パケットの円滑な再生を

維持するために、設定された最大および最小制限内で拡大および縮小します。最大値は、適応

型遅延が設定される最高値を確立します。最小制限は、アダプティブジッターバッファによっ

て作成される着信パケット遅延の下限しきい値です。ジッターバッファの成長と縮小を制御

する DSPのアルゴリズムは、ネットワーク遅延を犠牲にして、音声品質の改善に向けて重み
付けされます。ジッターバッファサイズは、ネットワーク伝送のスパイクに応答して急速に

増加し、輻輳の緩和に応答してゆっくりと減少します。

固定モードでは、公称値はゲートウェイのジッターバッファによって通話の開始時に適用され

る再生遅延の量であり、通話中のジッターバッファの最大サイズでもあります。

原則として、デフォルトの playout-delay設定でジッターが原因で過度に音声が途切れる場合
は、playout-delay時間を増やします。ネットワークが小さく、ジッタが最小の場合、プレイア
ウト遅延時間を減らして全体の遅延を小さくします。

ネットワークに突発的なジッタがある場合、ジッタバッファが実際には再生遅延を正確に調整

していても、音声品質が劣化する可能性があります。不安定なネットワーク条件に合わせて再

生遅延を絶え間なく再調整すると音声品質の問題が発生しますが、通常、適応モードで再生遅

延の最小値を大きくするか、固定モードで遅延の公称値を大きくすることで問題は解決しま

す。

再生遅延の最小値は、 playout-delay(ダイヤルピア)コマンドを使用して設定します。（注）

showcallactivevoiceコマンドを使用して、現在の遅延と同様に通話中の遅延の最高水点と最低
水点を表示します。ジッターの問題のサイズを判断するのに役立つ他のフィールドには、

GapFillWith...、ReceiveDelay、LostPackets、EarlyPackets、LatePacketsがあります。
showcallactivevoiceコマンドの出力例を次に示します:

VOIP:
ConnectionId[0xECDE2E7B 0xF46A003F 0x0 0x47070A4]
IncomingConnectionId[0xECDE2E7B 0xF46A003F 0x0 0x47070A4]
RemoteIPAddress=192.168.100.101
RemoteUDPPort=18834
RoundTripDelay=26 ms
SelectedQoS=best-effort
tx_DtmfRelay=inband-voice
FastConnect=TRUE
Separate H245 Connection=FALSE
H245 Tunneling=FALSE
SessionProtocol=cisco
SessionTarget=
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OnTimeRvPlayout=417000
GapFillWithSilence=850 ms
GapFillWithPrediction=2590 ms
GapFillWithInterpolation=0 ms
GapFillWithRedundancy=0 ms
HiWaterPlayoutDelay=70 ms
LoWaterPlayoutDelay=29 ms
ReceiveDelay=39 ms
LostPackets=0
EarlyPackets=0
LatePackets=86

例 次の例では、音声ポート 1/0/0で、名目上のプレイアウト遅延を 80 ms、最大プレイア
ウト遅延を 160 msに設定します。

voice-port 1/0/0

playout-delay nominal 80
playout-delay maximum 160

関連コマンド 説明コマンド

DSPのプレイアウトバッファを調整して、WANのスイッチによっ
て引き起こされるパケットジッターに対応します。

playout-delay(dialpeer)

デジタルシグナルプロセッサのジッターバッファからの再生遅延

を、固定モードまたは適応モードを選択します。

プレイアウト-遅延モー
ド

進行中の音声コールまたは FAX送信のアクティブなコール情報を
表示します。

showcallactive

音声アクティビティの検出を有効にします。vad
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playout-delay mode (dial-peer)
デジタルシグナルプロセッサ (DSP)のジッターバッファからの再生遅延を固定または適応モー
ドに選択するには、ダイアルピア設定モードで playout-delaymodeコマンドを使用します。既
定の設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

playout-delayモード {adaptive | fixed}
いいえplayout-delayモード

構文の説明 ジッターバッファサイズとプレイアウト遅延の量は、現在のネットワーク状態に基

づいて、通話中に調整されます。

adaptive

ジッタバッファサイズは、コール中には調整されません。一定のプレイアウト遅延

が追加されます。

fixed

コマンドデフォルト アダプティブジッターバッファサイズ

コマンドモード
ダイヤルピアコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco MC3810、およ
び Cisco ICS 7750に導入されました。 -タイムスタンプキーワードが削除されまし
た。

12.1(5)T

使用上のガイドライン Cisco IOS Release 12.1(5)T以前は、このコマンドは音声ポート設定モードでのみ使用されまし
た。 Cisco IOS Release 12.1(5)T以降のリリースでは、ほとんどの場合、再生遅延は、バッファ
される音声トラフィックの受信側にある VoIPダイヤルピアのダイヤルピア設定モードで設定
する必要があります。このダイヤルピアはネットワーク状態を検知し、必要に応じてジッター

バッファを調整する DSPにそれらをリレーします。複数のアプリケーションがゲートウェイ
で設定されるとき、再生遅延はダイヤルピア設定モードで設定される必要があります。

設定するダイヤルピアの数が多い場合、音声ポートのプレイアウト遅延を設定する方が簡単で

す。相反する再生遅延の値が音声ポートとダイヤルピアで設定されている場合、ダイヤルピア

の設定が優先されます。

ヒント

通常のジッター状態にあるほとんどのネットワークでは、デフォルトで十分なため、このコマ

ンドを設定する必要はありません。

デフォルトはアダプティブモードです。このモードでは、音声パケットの平均遅延は、コール

の進行に伴うパケットの着信変動の量に応じて変動します。ジッターバッファは、ジッター
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を補償し、音声パケットの円滑な再生を維持するために、設定された最大および最小制限内で

拡大および縮小します。

ネットワークの状態をよく理解している場合や、サービスの質（QoS）が非常に低いネット
ワークを使用している場合、またはメディアサーバーなどの送信源と連携しており、送信源で

ジッターが多く発生する傾向がある場合など、固定モードを選択してください。ほとんどの状

況では、適応モードを設定し、DSPに現在の状況に応じてジッターバッファのサイズを調整
させることをお勧めします。

例 次の例では、VoIPダイヤルピア 80に高い (80 ms)最小遅延を設定し、適応型再生遅延
モードに設定しています。

dial-peer 80 voip
playout-delay mode adaptive
playout-delay minimum high

関連コマンド 説明コマンド

音声パケットのプレイアウト遅延に対して DSPのジッターバッファを調
整します。

playout-delay

音声通話のアクティブな通話情報を表示します。showcallactivevoice
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再生遅延モード (音声ポート)
デジタルシグナルプロセッサ (DSP)のジッターバッファからの再生遅延を固定または適応モー
ドに選択するには、再生-遅延ボイスポート設定モードでモードコマンドを使用します。既定
の設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

再生遅延モード {adaptive | fixed}
いいえ再生遅延モード

構文の説明 ジッターバッファサイズとプレイアウト遅延の量は、現在のネットワーク状態

に基づいて、通話中に調整されます。

アダプティ

ブ

ジッタバッファサイズは、コール中には調整されません。一定のプレイアウト

遅延が追加されます。

fixed

コマンドデフォルト アダプティブジッターバッファサイズ

コマンドモード
音声ポートの構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。11.3(1)MA

このコマンドが Cisco 2600および Cisco 3600シリーズに実装されました。12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドが Cisco ICS 7750に実装されました。キーワードモードが導入され
ました。

12.1(3)XI

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合され、 no-timestampsキーワード
が削除されました。

12.1(5)T

使用上のガイドライン Cisco IOS Release 12.1(5)T以前は、このコマンドは音声ポート設定モードでのみ使用されまし
た。 Cisco IOS Release 12.1(5)Tおよびそれ以降のリリースでは、ほとんどの場合、再生遅延
は、発信される音声トラフィックの受信側である、Voice over IP (VoIP)ダイヤルピアのダイヤ
ルピアコンフィギュレーションモードで設定する必要があります。このダイヤルピアはネッ

トワーク状態を検知し、必要に応じてジッターバッファを調整する DSPにそれらをリレーし
ます。複数のアプリケーションがゲートウェイで設定されるとき、再生遅延はダイヤルピア設

定モードで設定される必要があります。
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設定するダイヤルピアの数が多い場合、音声ポートのプレイアウト遅延を設定する方が簡単な

場合があります。相反する再生遅延の値が音声ポートとダイヤルピアで設定されている場合、

ダイヤルピアの設定が優先されます。

ヒント

通常のジッター状態にあるほとんどのネットワークでは、デフォルト設定で十分であり、再生

-遅延modeコマンドを設定する必要はありません。

デフォルトはアダプティブモードです。このモードでは、音声パケットの平均遅延は、コール

の進行に伴うパケットの着信変動の量に応じて変動します。ジッターバッファは、ジッター

を補償し、音声パケットの円滑な再生を維持するために、設定された最大および最小制限内で

拡大および縮小します。

ネットワークの状態をよく理解している場合や、サービスの質（QoS）が非常に低いネット
ワークを使用している場合、またはメディアサーバーなどの送信源と連携しており、送信源で

ジッターが多く発生する傾向がある場合など、固定モードを選択してください。ほとんどの状

況では、適応モードを設定し、DSPに現在の状態に応じてジッターバッファのサイズを調整
させることをお勧めします。

例 次の例では、Cisco 3640音声ポートに 80 msの公称遅延の固定モードを設定します。

voice-port 1/1/0
playout-delay mode fixed
playout-delay nominal 80

関連コマンド 説明コマンド

音声パケットのプレイアウト遅延に対して DSPのジッターバッファを調
整します。

playout-delay

音声通話のアクティブな通話情報を表示します。showcallactivevoice
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police profile
メディア帯域幅ポリシングプロファイルをメディアクラスに適用するには、メディアクラス設

定モードでポリシングプロファイルコマンドを使用します。設定を無効にするには、このコ

マンドの no形式を使用します。

police profile タグ
no police profile

構文の説明 メディアプロファイルポリスタグ。値の範囲は 1～ 10000です。タ

グ

コマンドデフォルト メディア帯域幅ポリシングプロファイルはメディアクラスに適用されません。

コマンドモード
メディアクラスの設定 (cfg-mediaclass)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.2(2)T

使用上のガイドライン ダイヤルピアレベルでメディア帯域幅ポリシングプロファイルを適用するには、2つのアク
ションが含まれます;メディアクラスのプロファイルを適用し、対応するメディアクラスをダ
イヤルピアに適用する。メディアクラスにメディア帯域幅ポリシングプロファイルを適用する

には、police profileコマンドを使用します。

例 次に、メディア帯域幅ポリシングプロファイルをメディアクラスに適用する例を示し

ます。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# media class 1
Router(cfg-mediaclass)# police profile 1

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピアレベルでメディアクラスを適用します。メディアクラス

グローバルレベルで SNMPメディアポリシーの音声ト
ラップを有効にします。

snmp-server enable traps voice
media-policy

ダイヤルピアレベルでの SNMPメディアポリシー音声
トラップを有効にします。

snmp enable peer-trap media-policy
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ポート (Annex G近隣 BE)
Annex Gメッセージの交換に使用される近隣のポート番号を設定するには、Annex G近隣 BE
構成モードで portコマンドを使用します。ボート「番号を削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

portneighbor-port

いいえポート

構文の説明 近隣のポート番号。この番号は、Annex Gメッセージの交換に使用されます。
デフォルトのポート番号は 2099です。

neighbor-port

コマンドデフォルト 2099

コマンドモード
Annex G近隣 BEの設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XA

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(4)Tに統合されました。CiscoAS5300、Cisco
AS5350、および Cisco AS5400のサポートは、このリリースには含まれていませ
ん。

12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5850に実装されました。12.2(2)XB1

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(11)Tに統合されました。このコマンドは、
このリリースの Cisco AS5300、Cisco AS5350、および Cisco AS5400でサポートさ
れています。

12.2(11)T

使用上のガイドライン noportコマンドを設定する場合、 neighbor -port引数は使用しません。

例 次の例では、近隣 BEをポート番号 2010に設定しています。

Router(config-annexg-neigh)# port 2010

関連コマンド 説明コマンド

BEが近隣に通知する記述子のタイプを制御します。advertise(annexg)

近隣から受信した記述子をキャッシュするように、ローカルBEを設定しま
す。

キャッシュ

近隣のブリッジエンティティのローカル IDを設定します。ID
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説明コマンド

ローカル BEが近隣の BEにクエリーを行う間隔を設定します。クエリ-間隔
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ポート (ダイヤルピア)
ダイヤルピアを特定の音声ポートに関連付けるには、ダイヤルピア設定モードで portコマン
ドを使用します。この関連付けをキャンセルするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

Cisco 1750および Cisco 3700シリーズ
ポートスロット番号/ポート
no portスロット番号/ポート

Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco 7200シリーズ
ポート {スロット番号/サブユニット番号/ポート |スロット/ポート:ds0-group-number}
no port {スロット番号/サブユニット番号/ポート |スロット/ポート:ds0-group-number}

Cisco AS5300および Cisco AS5800
ポートコントローラ番号:D
no portコントローラ番号:D

Cisco uBR92xシリーズ
ポートスロット/サブユニット/ポート
no portスロット/サブユニット/ポート

構文の説明 音声インターフェイスカード (VIC)がインストールされているルーターのスロッ
ト番号。有効なエントリは0から2までで、VICがインストールされているスロッ
トに応じて決まります。

slot-number

音声ポート番号。有効な値は 0と 1です。ポート

VICがインストールされているルータのスロット番号。有効なエントリは
0から2までで、VICがインストールされているスロットに応じて決まりま
す。

スロット-番号

音声ポートがある VIC上のサブユニット有効な値は 0と 1です。サブユニット-番
号

音声ポート番号。有効な値は 0と 1です。ポート

ルーターにインストールされている音声ポートアダプタの場所。有効な値

は 0と 3です。
スロット

音声インターフェイスカードのロケーション。有効な値は 0と 3です。ポート

DS0グループ番号です。定義された各 DS0グループ番号は、個別の音声
ポートで表されます。これにより、デジタル T1/E1カードに個別の DS0
を定義できます。

ds0-グループ-番号
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T1または E1コントローラ。コントローラ-番
号

ISDN PRIに関連する Dチャネルを示します。:D

アナログ音声ポート。 slot/subunit/portの有効なエントリは次のとおりで
す：

•スロット--音声ネットワークモジュール (NM)がインストールされる
ルータースロットです。有効なエントリは特定のプラットフォーム

のルータースロット番号です。

• subunit--音声ポートがある VICです。有効な値は 0と 1です。(VIC
は音声ネットワークモジュールに収まります。)

• port--アナログ音声ポート番号。有効な値は 0と 1です。

スロット/サブユ

ニット/ポート

コマンドデフォルト ポートが設定されていません。

コマンドモード
ダイヤルピア構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco 3600シリーズに導入されました。11.3(1)T

このコマンドが Cisco 2600シリーズに実装されました。11.3(3)T

このコマンドが Cisco MC3810に実装されました。11.3(1)MA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(3)Tに統合され、Cisco AS5300に実装され
ました。

12.0(3)T

このコマンドが Cisco uBR924に実装されました。12.0(4)T

このコマンドが Cisco AS5800に実装されました。12.0(7)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました: Cisco 1751、Cisco 3725、
および Cisco 3745

12.2(8)T

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(13)Tに統合されました。このコマンドは、
Cisco AS5300または Cisco AS5800の拡張エコーキャンセラ (EC)機能をサポート
していません。

12.2(13)T

IPv6のサポートが追加されました。12.4(22)T

使用上のガイドライン このコマンドにより、テレフォニーインターフェイスからの通話は着信ダイヤルピアを選択

し、VoIPネットワークからの通話は選択した発信ダイヤルピアのポートを照合できます。
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このコマンドは POTSピアにのみ適用されます。

このコマンドは Cisco AS5300の拡張 EC機能をサポートしていません。（注）

例 次の例では、POTSダイヤルピア 10を音声ポート 1に関連付けます。音声ポート 1は
サブユニット 0にあり、ポート 0経由でアクセスします。

dial-peer voice 10 pots
port 1/0/0

次に、POTSダイヤルピア 10を音声ポート 0:Dに関連付ける例を示します。

dial-peer voice 10 pots
port 0:D

次に、POTSダイヤルピア 10を音声ポート 1/0/0:D (T1カード)に関連付ける例を示し
ます。

dial-peer voice 10 pots
port 1/0/0:D

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピアのダイヤル番号のプレフィックスを指定します。プレフィック

ス
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port (MGCP profile)
音声ポートを、設定されているMedia Gateway Control Protocol (MGCP)プロファイルに関連付
けるには、MGCPプロファイル設定モードで portコマンドを使用します。プロファイルから
音声ポートの関連付けを解除するには、このコマンドの no形式を使用します。

portport-number

いいえportport-number

構文の説明 音声ポートまたは DS0グループ番号が、MGCPプロファイルに関連付けられた
MGCPエンドポイントとして使用されるようになります。

ポート-番
号

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
MGCPプロファイルの設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドがvoice-port (MGCPプロファイル)コマンドとして導入されました。12.2(2)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(4)Tに統合されました。12.2(4)T

このコマンドは、 port (MGCPプロファイル)コマンドに改名されました。12.2(8)T

使用上のガイドライン このコマンドは、MGCPプロファイルの値が設定されている場合に使用されます。

このコマンドは、音声ポートを定義されているMGCPプロファイルに関連付けます。複数の
音声ポートをプロファイルに関連付けるには、異なる音声ポート引数を指定してこのコマンド

を繰り返します。

デフォルトのMGCPプロファイルが設定されている場合、このコマンドは使用されません。な
ぜなら、デフォルトのプロファイル設定の値が、ユーザ定義のMGCPプロファイル用に設定さ
れていないすべてのパラメータに適用されるからです。

例 次の例では、Cisco uBR925プラットフォームでアナログ音声ポートをMGCPプロファ
イルに関連付けています。

Router(config)# mgcp profile ny110ca
Router(config-mgcp-profile)# port 0

関連コマンド 説明コマンド

開始し、MGCPデーモンにリソースを割り当てます。mgcp
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説明コマンド

1つまたは複数のエンドポイントに関連付けられた名前付きMGCPプロ
ファイルを作成および構成するか、またはデフォルトのプロファイルを構

成するためのMGCPプロファイルモードを開始します。

mgcpプロファイ
ル
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ポート (補足サービス)
STCアプリケーションの補足サービス機能に音声ポートを関連付けるための補足サービス音声
ポート構成モードに入るには、補足サービス構成モードで portコマンドを使用します。関連
付けをキャンセルするには、このコマンドの no形式を使用します。

portポート
いいえportポート

構文の説明 Cisco ISRまたは Cisco VG224アナログ電話ゲートウェイのポートの場所。構文はプ
ラットフォームに依存します。「 ?」と入力して確認してください。

ポー

ト

コマンドデフォルト このコマンドにデフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
補足サービス構成 (config-stcapp-suppl-serv)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)YA

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(22)Tに統合されました。12.4(22)T

使用上のガイドライン このコマンドは、アナログ FXSポートを、設定されている STCアプリケーションの付加サー
ビス機能に関連付けます。

例 次の例は、Cisco VG224のポート 2/0に接続されたアナログエンドポイントで、保留/
再開を有効にする方法を示します。

Router(config)# stcapp supplementary-services
Router(config-stcapp-suppl-serv)# port 2/0
Router(config-stcapp-suppl-serv-port)# hold-resume
Router(config-stcapp-suppl-serv-port)# end

関連コマンド 説明コマン

ド

設定中のポートで機能モードでの保留/再開を有効にします。保留-再
開
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port media
ローカルビデオダイヤルピアにローカルビデオコーデックが接続されているシリアルインター

フェイスを指定するには、ビデオダイヤルピア設定モードで port mediaコマンドを使用しま
す。ダイヤルピアから設定済みロケーションを削除するには、このコマンドの no形式を使用
します。

ポートメディアインターフェイス

いいえポートメディア

構文の説明 ローカルコーデックが接続されているシリアルインターフェイス。有効

な値は 0と 1です。
インターフェイ

ス

コマンドデフォルト インターフェイスが指定されていません。

コマンドモード
ビデオダイヤルピアの設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが、Cisco MC3810の ATMビデオダイヤルピア設定に導入されまし
た。

12.0(5)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(7)Tに統合されました。12.0(7)T

例 次の例では、コーデックローカルビデオダイヤルピア 10のインターフェイスとし
て、シリアルインターフェイス 0を指定しています。

dial-peer video 10 videocodec
port media Serial0

関連コマンド 説明コマンド

VDMのスロットの場所とシグナリング用の EIA/TIA-366インターフェイ
スのポートの場所を指定します。

ポートシグナル

ダイヤルピア設定を表示します。showdial-peervideo
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port-range
TFTPサーバのポート範囲を指定するには、電話プロキシ設定モードで port-rangeコマンドを
使用します。ポート範囲を削除するには、 no形式のコマンドを使用します。

ポート範囲最小ポート最大ポート

ポート範囲無効最小ポート最大ポート

構文の説明 ポート範囲の最初のポート番号です。最小ポー

ト

ポート範囲の最後のポート番号です。max-port

コマンドデフォルト ポート範囲が指定されていません。

コマンドモード Phone-proxy configuration mode (config-pp-pr)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン

例

次の例は TFTPサーバのポート範囲を設定する方法を示しています。最初のポート番
号は 30000で、最後のポート番号は 40000です。
Device(config-pp-pr)# port-range 30000 40000
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ポートシグナル
ビデオダイヤリングモジュール (VDM)のスロットの場所、およびローカルビデオダイヤル
ピアのシグナリングのためのEIA/TIA-366インターフェイスのポートの場所を指定するには、
ビデオダイヤルピア設定モードでポート信号コマンドを使用します。ダイヤルピアから設定

済みロケーションを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

ポートシグナルスロット/ポート
いいえポート信号

構文の説明 VDMのスロットの場所。有効な値は 1と 2です。スロッ

ト/

EIA/TIA-366インターフェイスのポートの場所です。ポート

コマンドデフォルト 場所が指定されていません。

コマンドモード
ビデオダイヤルピアの設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが、Cisco MC3810の ATMビデオダイヤルピアの設定に導入されま
した。

12.0(5)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(7)Tに統合されました。12.0(7)T

例 次の例では、10として指定されたローカルビデオダイヤルピアの VDMおよび
EIA/TIA-366インターフェイスロケーションをセットアップします。

dial-peer video 10 videocodec
port signal 1/0

関連コマンド DescriptionCommand

ローカルビデオコーデックが接続されるシリアルインターフェイスを指

定します。

portmedia

ダイヤルピア設定を表示します。showdial-peervideo
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pots call-waiting
ローカルコールウェイティング機能を有効にするには、グローバル設定 pots発信-待機コマン
ドをグローバルコンフィギュレーションモードで実行します。ローカルコール待機機能を無

効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

potsコールウェイティング {ローカル |リモート}
いいえpotsコールウェイティング {ローカル |リモート}

構文の説明 ルーターのローカルベースでコールウェイティングを有効にします。ローカ

ル

ルーターの代わりにネットワークプロバイダのサービスを利用して通話を保留しま

す。

リモー

ト

コマンドデフォルト リモート、その場合、コール保留パターンは、ルーターの設定ではなく、サービスプロバイ

ダーの設定に従います。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドがCisco800シリーズに追加されました。12.1.(2)XF

使用上のガイドライン キャッチホンの設定を表示するには、show running-configまたは show pots statusコマンドを使
用します。 ISDNコールウェイティングサービスは、ルーターにローカルコールウェイティン
グが設定されている場合でも、ルーターに接続された ISDN回線で利用可能な場合に使用され
ます。つまり、ISDN回線がコールウェイティングをサポートしている場合、ルーターのロー
カルなコールウェイティングの設定は無視されます。

例 次の例では、ルーターでローカル通話待機を有効にします。

pots call-waiting local

関連コマンド 説明コマンド

特定のダイヤルピアにコールウェイティングを設定します。コールウェイティン

グ

Cisco800シリーズルーターの電話インタフェースに関する物理的特性
およびその他の情報の設定を表示します。

showpotsstatus
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pots country
各物理的特性に対して、国別のデフォルト設定を使用するために、接続している電話、ファッ

クス、またはモデムを構成するには、グローバル設定モードで potscountryコマンドを使用し
ます。国別のデフォルト設定を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

pots国国
いいえpots国国

構文の説明 ルータが設置されている国です。国

コマンドデフォルト デフォルトの国は定義されていません。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCisco800シリーズに追加されました。12.0(3)T

使用上のガイドライン このコマンドは Cisco 800シリーズルーターに適用されます。

物理的特性の、国固有のデフォルト設定を変更する必要がある場合、「関連コマンド」にリス

トされている関連コマンドを使用できます。サポートされている国のリストと、特定の国を示

すために必要な国コードを取得するために、 potscountry?コマンドを入力します。

例 次の例では、電話ポートに接続されたデバイスが、ドイツに固有の既定設定の物理的

特性を使用することを指定しています。

pots country de

関連コマンド 説明コマンド

Cisco800シリーズルーターが、接続された電話、ファックス、
またはモデムでダイヤルされた番号を収集し、送信する方法を

指定します。

potsdialing-method

発呼側が切断したときに、Cisco 800シリーズルーターが接続
されている電話、FAX、またはモデムに通知する方法を指定し
ます。

potsdisconnect-supervision
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説明コマンド

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムが発呼側が切断されたことを検出できない場合

に、適用される切断方法の間隔を指定します。

potsdisconnect-time

前の通話が切断された後に電話ポートを鳴らすことができる遅

延時間を指定します (Cisco 800シリーズルーター)。
potsdistinctive-ring-guard-time

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムの PCMエンコードスキームを指定します。

potsencoding

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムのインピーダンスを指定します。

potsline-type

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムの呼び出し音の頻度を指定します。

potsringing-freq

発呼側が切断した後の無音時間を指定します (Cisco 800シリー
ズルーター)。

potssilence-time

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムのダイヤル、呼び出し音、および話中音のソース

を指定します。

potstone-source

Cisco 800シリーズルーターの電話インタフェースに関する電
話ポートの物理的特性およびその他の情報を表示します。

showpotsstatus
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pots dialing-method
接続された電話、ファックス、またはモデムからダイヤルされた番号をルーターが収集および

送信する方法を指定するには、 potsdialing-methodコマンドをグローバル設定モードで使用し
ます。指定のダイヤル方法を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

potsダイヤル方法 {overlap | enblock}
いいえpotsダイヤル方法 {overlap | enblock}

構文の説明 ルーターは、ダイヤルされた各番号を個別のメッセージとして送信します。overlap

ルーターはダイヤルされたすべての番号を収集し、それらの番号を 1つのメッセージ
に送信します。

enblock

コマンドデフォルト デフォルトは potscountryコマンドの設定により異なります。詳細は potscountryコマンドを
参照してください。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCisco800シリーズに導入されました。12.0(3)T

使用上のガイドライン このコマンドは Cisco 800シリーズルーターに適用されます。

ダイヤルした番号の収集と転送を停止するには、#を入力するか、桁間タイマーが切れる (10
秒)まで番号のダイヤルを停止します。

例 次の例では、ルーターがエンブロックダイヤル方法を使用することを指定しています。

pots dialing-method enblock

関連コマンド 説明コマンド

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムを構成し、各物理的特性に対して国固有のデフォ

ルト設定を使用します。

potscountry

発呼側が切断したときに、Cisco 800シリーズルーターが接続
されている電話、FAX、またはモデムに通知する方法を指定し
ます。

potsdisconnect-supervision
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説明コマンド

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムが発呼側が切断されたことを検出できない場合

に、適用される切断方法の間隔を指定します。

potsdisconnect-time

前の通話が切断された後に電話ポートを鳴らすことができる遅

延時間を指定します (Cisco 800シリーズルーター)。
potsdistinctive-ring-guard-time

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムの PCMエンコードスキームを指定します。

potsencoding

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムのインピーダンスを指定します。

potsline-type

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムの呼び出し音の頻度を指定します。

potsringing-freq

発呼側が切断した後の無音時間を指定します (Cisco 800シリー
ズルーター)。

potssilence-time

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムのダイヤル、呼び出し音、および話中音のソース

を指定します。

potstone-source

Cisco 800シリーズルーターの電話インタフェースに関する電
話ポートの物理的特性およびその他の情報を表示します。

showpotsstatus
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pots disconnect-supervision
発信側が切断したときに、ルーターが接続されている電話、ファックス、またはモデムにどの

ように通知するかを指定するには、グローバル設定モードでpotsdisconnect-supervisionコマン
ドを使用します。指定の切断方法を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

potsdisconnect-supervision {osi | reversal}
いいえpotsdisconnect-supervision {osi | reversal}

構文の説明 オープンスイッチングインターバル (OSI)は、電話ポートのチップとリングの間に適
用される DC電圧が取り除かれる期間です。

OSI

電話ポートのチップとリングの極反転。reversal

コマンドデフォルト デフォルトは potscountryコマンドの設定により異なります。詳細は potscountryコマンドを
参照してください。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCisco800シリーズに導入されました。12.0(3)T

使用上のガイドライン このコマンドは Cisco 800シリーズルーターに適用されます。

日本を除くほとんどの国では osiオプションが使用されます。日本では通常反転オプション
が使用されます。

例 次の例では、ルーターが OSI切断方式を使用することを指定しています。

pots disconnect-supervision osi

関連コマンド 説明コマンド

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムを構成し、各物理的特性に対して国固有のデフォ

ルト設定を使用します。

potscountry

Cisco800シリーズルーターが、接続された電話、ファックス、
またはモデムでダイヤルされた番号を収集し、送信する方法を

指定します。

potsdialing-method
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説明コマンド

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムが発呼側が切断されたことを検出できない場合

に、適用される切断方法の間隔を指定します。

potsdisconnect-time

前の通話が切断された後に電話ポートを鳴らすことができる遅

延時間を指定します (Cisco 800シリーズルーター)。
potsdistinctive-ring-guard-time

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムの PCMエンコードスキームを指定します。

potsencoding

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムのインピーダンスを指定します。

potsline-type

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムの呼び出し音の頻度を指定します。

potsringing-freq

発呼側が切断した後の無音時間を指定します (Cisco 800シリー
ズルーター)。

potssilence-time

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムのダイヤル、呼び出し音、および話中音のソース

を指定します。

potstone-source

Cisco 800シリーズルーターの電話インタフェースに関する電
話ポートの物理的特性およびその他の情報を表示します。

showpotsstatus

periodic-report interval through pulse-digit-detection
47

periodic-report interval through pulse-digit-detection
pots disconnect-supervision



pots disconnect-time
グローバル設定モードでpotsdisconnect-timeコマンドを使用して、接続された電話、ファック
ス、またはモデムが、発信側が切断したことを検出しなかった場合に、切断を実行する間隔を

指定します。指定の切断間隔を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

potsdisconnect-time間隔
いいえpots切断時刻間隔

構文の説明 間隔 (ミリ秒単位)。範囲は 50から 2000です。間

隔

コマンドデフォルト デフォルトは potscountryコマンドの設定により異なります。詳細は potscountryコマンドを
参照してください。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCisco800シリーズに導入されました。12.0(3)T

使用上のガイドライン このコマンドは Cisco 800シリーズルーターに適用されます。

potsdisconnect-supervisionコマンドで切断方法を設定します。

例 次の例では、発信側が切断した後、接続されたデバイスが、設定された切断方法を100
ms適用するよう指定します。

pots disconnect-time 100

関連コマンド 説明Command

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムを構成し、各物理的特性に対して国固有のデフォ

ルト設定を使用します。

potscountry

Cisco800シリーズルーターが、接続された電話、ファックス、
またはモデムでダイヤルされた番号を収集し、送信する方法を

指定します。

potsdialing-method
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説明Command

発呼側が切断したときに、Cisco 800シリーズルーターが接続
されている電話、FAX、またはモデムに通知する方法を指定し
ます。

potsdisconnect-supervision

前の通話が切断された後に電話ポートを鳴らすことができる遅

延時間を指定します (Cisco 800シリーズルーター)。
potsdistinctive-ring-guard-time

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムの PCMエンコードスキームを指定します。

potsencoding

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムのインピーダンスを指定します。

potsline-type

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムの呼び出し音の頻度を指定します。

potsringing-freq

発呼側が切断した後の無音時間を指定します (Cisco 800シリー
ズルーター)。

potssilence-time

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムのダイヤル、呼び出し音、および話中音のソース

を指定します。

potstone-source

Cisco 800シリーズルーターの電話インタフェースに関する電
話ポートの物理的特性およびその他の情報を表示します。

showpotsstatus
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pots distinctive-ring-guard-time
前の通話が切断された後、電話ポートが鳴るまでの遅延を指定するには、グローバル設定モー

ドで potsdistinctive-ring-guard-timeコマンドを使用します。指定した遅延を無効にするには、
このコマンドの no形式を使用します。

potsdistinctive-ring-guard-timeミリ秒
いいえpotsdistinctive-ring-guard-timeミリ秒

構文の説明 ミリ秒単位の遅延。範囲は 0から 1000です。ミリ

秒

コマンドデフォルト デフォルトは potscountryコマンドの設定により異なります。詳細は potscountryコマンドを
参照してください。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCisco800シリーズに導入されました。12.0(3)T

使用上のガイドライン このコマンドは Cisco 800シリーズルーターに適用されます。

例 次の例では、前の通話が切断されてから 100ms後に電話ポートを鳴らすことが可能と
指定します:

pots distinctive-ring-guard-time 100

関連コマンド 説明コマンド

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、また
はモデムを構成し、各物理的特性に対して国固有のデフォルト設定

を使用します。

potscountry

Cisco 800シリーズルーターが、接続された電話、ファックス、ま
たはモデムでダイヤルされた番号を収集し、送信する方法を指定し

ます。

potsdialing-method

発呼側が切断したときに、Cisco 800シリーズルーターが接続され
ている電話、FAX、またはモデムに通知する方法を指定します。

potsdisconnect-supervision
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説明コマンド

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、また
はモデムが発呼側が切断されたことを検出できない場合に、適用さ

れる切断方法の間隔を指定します。

potsdisconnect-time

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、また
はモデムの PCMエンコードスキームを指定します。

potsencoding

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、また
はモデムのインピーダンスを指定します。

potsline-type

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、また
はモデムの呼び出し音の頻度を指定します。

potsringing-freq

発呼側が切断した後の無音時間を指定します (Cisco 800シリーズ
ルーター)。

potssilence-time

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、また
はモデムのダイヤル、呼び出し音、および話中音のソースを指定し

ます。

potstone-source

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、また
はモデムの着信音をセットアップします。

呼び出し音

Cisco800シリーズルーターの電話インタフェースに関する電話ポー
トの物理的特性およびその他の情報を表示します。

showpotsstatus
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pots encoding
接続されている電話、FAX、またはモデムにPCMエンコードスキームを指定するには、グロー
バル設定モードでpotsencodingコマンドを使用します。指定したスキームを無効にするには、
このコマンドの no形式を使用します。

potsencoding {alaw | ulaw}
いいえpotsencoding {alaw | ulaw}

構文の説明 A-law国際電気通信連合電気通信標準化部門 (ITU-T)アナログ音声サンプルをデジタル値
として表すために使用される PCMエンコードスキーム。

alaw

Mu-law.アナログ音声サンプルをデジタル値として表すために使用される北米の PCMエ
ンコードスキーム。

ulaw

コマンドデフォルト デフォルトは potscountryコマンドの設定により異なります。詳細は potscountryコマンドを
参照してください。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCisco800シリーズに追加されました。12.0(3)T

使用上のガイドライン このコマンドは Cisco 800シリーズルーターに適用されます。

ヨーロッパでは通常 a-lawを使用します。北米では通常 u-lawが使用されます。

例 次の例では、a-lawを PCMエンコードスキームとして指定しています。

pots encoding alaw

関連コマンド 説明コマンド

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムを構成し、各物理的特性に対して国固有のデフォ

ルト設定を使用します。

potscountry

Cisco800シリーズルーターが、接続された電話、ファックス、
またはモデムでダイヤルされた番号を収集し、送信する方法を

指定します。

potsdialing-method
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説明コマンド

発呼側が切断したときに、Cisco 800シリーズルーターが接続
されている電話、FAX、またはモデムに通知する方法を指定し
ます。

potsdisconnect-supervision

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムが発呼側が切断されたことを検出できない場合

に、適用される切断方法の間隔を指定します。

potsdisconnect-time

前の通話が切断された後に電話ポートを鳴らすことができる遅

延時間を指定します (Cisco 800シリーズルーター)。
potsdistinctive-ring-guard-time

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムのインピーダンスを指定します。

potsline-type

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムの呼び出し音の頻度を指定します。

potsringing-freq

発呼側が切断した後の無音時間を指定します (Cisco 800シリー
ズルーター)。

potssilence-time

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムのダイヤル、呼び出し音、および話中音のソース

を指定します。

potstone-source

Cisco 800シリーズルーターの電話インタフェースに関する電
話ポートの物理的特性およびその他の情報を表示します。

showpotsstatus
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pots forwarding-method
EURO-ISDN (旧 NET3)交換機で使用する着信転送メソッドのタイプを設定するには、 pots
forwarding-methodコマンドをグローバル設定モードで使用します。転送をオフにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

pots転送方法 {keypad | functional}
いいえpots転送方法 {keypad | functional}

構文の説明 フォワーディングコントロールを Euro-ISDNスイッチに与えます。キーパッ

ド

ルーターに転送コントロールを与えます。この方法を選択する場合、下の表に記

載されているデュアルトーン多重周波数 (DTMF)キーパッドコマンドを使用して、
着信転送サービスを設定します。

functional

コマンドデフォルト 転送はオフです

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)T

使用上のガイドライン このコマンドを使ってユーロ-ISDN交換機に使われる転送方法のタイプを選択します。このコ
マンドは他のスイッチタイプには影響しません。

一度に 1つまたは複数の着信転送サービスを選択できますが、次のユーロ ISDN交換機の特性
に注意してください。

•無条件着信転送 (CFU)は、制限なく着信をリダイレクトし、他の着信転送サービスタイ
プより優先されます。

•話中の転送 (CFB)は、ダイヤルした番号が話し中の場合に、通話を別の番号にリダイレク
トします。

•無応答時転送 (CFNR)は、ダイヤルした番号が指定時間内に応答がない場合に、その通話
を別の番号に転送します。

3つすべての着信転送サービスが有効になっている場合、CFUは CFBと CFNRを上書きしま
す。デフォルトでは、着信転送サービスは選択されていません。

機能転送方法を選択した場合、下表の DTMFキーパッドコマンドを使用して着信転送サービ
スを設定します。
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表 1 :着信転送サービスの DTMFキーパッドコマンド

DTMFキーパッドコマンド1
タスク

**21*番号#CFUを有効にする

#21#CFUの非アクティブ化

**61*number#CFNRを有効にする

#61#CFNRの非アクティブ化

**67*number#CFBを有効にする

#67#CFBの非アクティブ化

1
ここで、番号はあなたの電話が転送される電話番号です。

着信転送サービスを有効または無効にすると、次の4つの基本サービスが有効または無効にな
ります。スピーチ、3.1 kHzの音声、3.1 kHzのテレフォニー、7 kHzのテレフォニーです。 4
つの基本サービスのうち少なくとも1つに対して着信転送サービスが有効になっている場合、
DTMFキーパッドコマンドを入力した後にダイヤルトーンが聞こえるはずです。ビジートー
ンが聞こえる場合、コマンドが無効か、またはスイッチがこのサービスをサポートしていませ

ん。

例 次の例では、転送コントロールをルーターに与えています。

pots forwarding-method functional

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤル番号の桁がフィルタに一致する場合に、ダイヤル番号にダイヤル

プレフィックスが追加されないようにするフィルタを設定します。

potsprefixfilter

アナログまたはモデム通話の呼び出し先電話番号に追加されるプレフィッ

クスを設定します。

potsprefixnumber
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pots line-type
接続している電話、ファックス、またはモデムのインピーダンスを指定するには、グローバル

設定モードでpotsline-typeコマンドを使用します。指定の回線タイプを無効にするには、この
コマンドの no形式を使用します。

pots回線タイプ {type1 | type2 | type3}
いいえpots回線タイプ {type1 | type2 | type3}

構文の説明 600オームで動作します。type1

900オームで動作します。type2

300または400オームで動作します。type3

コマンドデフォルト デフォルトは potscountryコマンドの設定により異なります。詳細は potscountryコマンドを
参照してください。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCisco800シリーズに導入されました。12.0(3)T

使用上のガイドライン このコマンドは Cisco 800シリーズルーターに適用されます。

例 次の例では、ラインタイプを type1に設定します。

pots line-type type1

関連コマンド 説明コマンド

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムを構成し、各物理的特性に対して国固有のデフォ

ルト設定を使用します。

potscountry

Cisco800シリーズルーターが、接続された電話、ファックス、
またはモデムでダイヤルされた番号を収集し、送信する方法を

指定します。

potsdialing-method
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説明コマンド

発呼側が切断したときに、Cisco 800シリーズルーターが接続
されている電話、FAX、またはモデムに通知する方法を指定し
ます。

potsdisconnect-supervision

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムが発呼側が切断されたことを検出できない場合

に、適用される切断方法の間隔を指定します。

potsdisconnect-time

前の通話が切断された後に電話ポートを鳴らすことができる遅

延時間を指定します (Cisco 800シリーズルーター)。
potsdistinctive-ring-guard-time

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムの PCMエンコードスキームを指定します。

potsencoding

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムの呼び出し音の頻度を指定します。

potsringing-freq

発呼側が切断した後の無音時間を指定します (Cisco 800シリー
ズルーター)。

potssilence-time

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムのダイヤル、呼び出し音、および話中音のソース

を指定します。

potstone-source

Cisco 800シリーズルーターの電話インタフェースに関する電
話ポートの物理的特性およびその他の情報を表示します。

showpotsstatus
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pots prefix filter
ダイヤル番号の桁がフィルタに一致する場合に、ダイヤル番号にダイヤルプレフィックスが追

加されないようにするフィルタを設定するには、グローバル設定モードで POTSプレフィック
スフィルタコマンドを使用します。フィルタを削除するには、このコマンドの no形式を使用
します。

potsprefixfilternumber

いいえpotsprefixfilternumber

構文の説明 最大8文字までのプレフィックスフィルタ番号。number

コマンドデフォルト 既定のフィルタは設定されていません。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCisco 803およびCisco 804に導入されました。12.2(2)T

使用上のガイドライン potsprefixfilterコマンドを使ってプレフィックスダイヤルのフィルタを設定します。最大で10
個のフィルタを設定できます。最大数のフィルタが設定されると、追加のフィルタは受け入れ

られなくなり、既存のフィルタが上書きされることもありません。

新しいフィルタを設定するには、 nopotsprefixfilterコマンドを使用して少なくとも1つのフィ
ルタを削除します。

*ワイルドカード文字を使用して、フィルターの一致基準を設定できます。たとえば、1*の
フィルタを設定し、ダイヤルする番号が1で始まる場合、呼ばれた番号にはプレフィックスが
付けられません。プレフィックスフィルターは、可変長にすることができます。設定された

すべてのプレフィックスフィルターは、プレフィックスフィルターの長さを上限として、ダ

イヤルされた番号と比較されます。一致するものがある場合、ダイヤルされた番号にプレフィッ

クスは追加されません。

例 次の例では、ダイヤルプレフィックスがダイヤルされた番号に追加されないようにす

る 5つのフィルターを構成します。

pots prefix filter 192
pots prefix filter 1
pots prefix filter 9
pots prefix filter 0800
pots prefix filter 08456
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これらのフィルタが設定されている場合、次のダイヤル番号にはプレフィックスは追

加されません。

192ディレクトリ通話

100オペレータサービス

999緊急サービス

0800...トールフリー通話

08456... Energisネットワーク情報コントローラー上の通話

関連コマンド 説明コマンド

EURO-ISDN (以前のNET3)スイッチで使用される転送方法のタイプを
設定します。

potsforwarding-method

アナログまたはモデム通話の呼び出し先電話番号に追加されるプレ

フィックスを設定します。

potsprefixnumber
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pots prefix number
アナログまたはモデム通話の呼び出し先の電話番号に追加するプレフィックスを設定するに

は、 potsprefixnumberコマンドをグローバルコンフィギュレーションモードで選択します。
プレフィックスを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

potsprefixnumbernumber

いいえpotsprefixnumbernumber

構文の説明 最大5桁のプレフィックスです。number

コマンドデフォルト アナログコールまたはモデムコールでは、着信番号にプレフィックスが関連付けられていま

せん。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCisco 803およびCisco 804に導入されました。12.2(2)T

使用上のガイドライン このコマンドで設定できるプレフィックスは1つだけです。プレフィックスがすでに存在する
場合、このコマンドで設定される次のプレフィックスが古いプレフィックスを上書きします。

プレフィックスの長さは可変で、最大5桁までです。 nopotsprefixnumberコマンドを使用して
プレフィックスを削除できます。

キーパッドで番号がダイヤルされると、設定されたプレフィックスフィルターと比較されま

す。一致が決定されると、プレフィックスを追加せずに番号がダイヤルされます。万一、プ

レフィックスフィルターがダイヤルした番号より多くの桁を持ち、ダイヤルした番号がプレ

フィックスフィルターの最初の桁と一致した場合、プレフィックスはダイヤルした番号に追加

されません。たとえば、プレフィックスフィルターが 5554000で、555をダイヤルして停止し
た場合、ルーターは着信番号が555であると見なし、番号にプレフィックスを追加しません。
ダイヤルされた番号の桁数は、通常、プレフィックスフィルターの桁数より大きいため、この

イベントはほとんど発生しません。

例 次の例では、プレフィックスを 12345に設定します。

pots prefix number 12345

このプレフィックスは、プレフィックスフィルターに一致しないアナログまたはモデ

ムコールのダイヤル番号に追加されます。
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関連コマンド 説明コマンド

ダイヤル番号の桁がフィルタに一致する場合に、ダイヤル番号にダイヤルプレ

フィックスが追加されないようにするフィルタを設定します。

potsprefixfilter
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pots ringing-freq
Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、またはモデムの呼び出し音の頻
度を指定するには、 potsringing-freqコマンドをグローバル設定モードで使用します。指定し
た頻度を無効にするには、 no形式でこのコマンドを使用します。

pots呼び出し周波数 {20Hz | 25Hz | 50Hz}
いいえpots呼び出し周波数 {20Hz | 25Hz | 50Hz}

構文の説明 接続済みのデバイスは20Hzでリングします。20Hz

接続済みのデバイスは20Hzでリングします。25Hz

接続済みのデバイスは20Hzでリングします。50Hz

コマンドデフォルト デフォルトは potscountryコマンドの設定により異なります。詳細は potscountryコマンドを
参照してください。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCisco800シリーズに導入されました。12.0(3)T

使用上のガイドライン このコマンドは Cisco 800シリーズルーターに適用されます。

例 次の例では、呼び出し音の周波数を 50Hzに設定します:

pots ringing-freq 50Hz

関連コマンド 説明コマンド

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムを構成し、各物理的特性に対して国固有のデフォ

ルト設定を使用します。

potscountry

Cisco800シリーズルーターが、接続された電話、ファックス、
またはモデムでダイヤルされた番号を収集し、送信する方法を

指定します。

potsdialing-method
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説明コマンド

発呼側が切断したときに、Cisco 800シリーズルーターが接続
されている電話、FAX、またはモデムに通知する方法を指定し
ます。

potsdisconnect-supervision

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムが発呼側が切断されたことを検出できない場合

に、適用される切断方法の間隔を指定します。

potsdisconnect-time

前の通話が切断された後に電話ポートを鳴らすことができる遅

延時間を指定します (Cisco 800シリーズルーター)。
potsdistinctive-ring-guard-time

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムの PCMエンコードスキームを指定します。

potsencoding

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムのインピーダンスを指定します。

potsline-type

発呼側が切断した後の無音時間を指定します (Cisco 800シリー
ズルーター)。

potssilence-time

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムのダイヤル、呼び出し音、および話中音のソース

を指定します。

potstone-source

Cisco 800シリーズルーターの電話インタフェースに関する電
話ポートの物理的特性およびその他の情報を表示します。

showpotsstatus
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pots silence-time
発信者が切断した後の無音時間を指定するには、グローバル設定モードでpotssilence-timeコマ
ンドを使用します。指定された無音時間を無効にするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

potssilence-time間隔
いいえpots無音時間間隔

構文の説明 0から 10
(秒)。

間

隔

コマンドデフォルト デフォルトは potscountryコマンドの設定により異なります。詳細は potscountryコマンドを
参照してください。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCisco800シリーズに導入されました。12.0(3)T

使用上のガイドライン このコマンドは Cisco 800シリーズルーターに適用されます。

例 次の例では、無音状態の間隔を 10秒に設定します。

pots silence-time 10

関連コマンド 説明コマンド

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムを構成し、各物理的特性に対して国固有のデフォ

ルト設定を使用します。

potscountry

Cisco800シリーズルーターが、接続された電話、ファックス、
またはモデムでダイヤルされた番号を収集し、送信する方法を

指定します。

potsdialing-method

発呼側が切断したときに、Cisco 800シリーズルーターが接続
されている電話、FAX、またはモデムに通知する方法を指定し
ます。

potsdisconnect-supervision
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説明コマンド

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムが発呼側が切断されたことを検出できない場合

に、適用される切断方法の間隔を指定します。

potsdisconnect-time

前の通話が切断された後に電話ポートを鳴らすことができる遅

延時間を指定します (Cisco 800シリーズルーター)。
potsdistinctive-ring-guard-time

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムの PCMエンコードスキームを指定します。

potsencoding

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムのインピーダンスを指定します。

potsline-type

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムの呼び出し音の頻度を指定します。

potsringing-freq

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムのダイヤル、呼び出し音、および話中音のソース

を指定します。

potstone-source

Cisco 800シリーズルーターの電話インタフェースに関する電
話ポートの物理的特性およびその他の情報を表示します。

showpotsstatus
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pots tone-source
接続されている電話、ファックス、またはモデムのダイヤル、呼び出し音、話中音のソースを

指定するには、グローバル設定モードでpotstone-sourceコマンドを使用します。指定したソー
スを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

potsトーンソース {ローカル |リモート}
いいえpotstone-source {ローカル |リモート}

構文の説明 ルーターがトーンを生成します。ローカ

ル

電話交換機がトーンを生成しています。リモー

ト

コマンドデフォルト ローカル (ルーターがトーンを生成)

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCisco800シリーズに追加されました。12.0(3)T

使用上のガイドライン このコマンドは Cisco 800シリーズルーターに適用されます。

このコマンドは EURO-ISDN (NET3)交換機に接続された ISDN回線にのみ適用されます。

例 次の例ではトーンソースをリモートに設定しています:

pots tone-source remote

関連コマンド 説明コマンド

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムを構成し、各物理的特性に対して国固有のデフォ

ルト設定を使用します

potscountry

Cisco800シリーズルーターが、接続された電話、ファックス、
またはモデムでダイヤルされた番号を収集し、送信する方法を

指定します。

potsdialing-method
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説明コマンド

発呼側が切断したときに、Cisco 800シリーズルーターが接続
されている電話、FAX、またはモデムに通知する方法を指定し
ます。

potsdisconnect-supervision

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムが発呼側が切断されたことを検出できない場合

に、適用される切断方法の間隔を指定します。

potsdisconnect-time

前の通話が切断された後に電話ポートを鳴らすことができる遅

延時間を指定します (Cisco 800シリーズルーター)。
potsdistinctive-ring-guard-time

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムの PCMエンコードスキームを指定します。

potsencoding

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムのインピーダンスを指定します。

potsline-type

Cisco 800シリーズルーターに接続された電話、ファックス、
またはモデムの呼び出し音の頻度を指定します。

potsringing-freq

発呼側が切断した後の無音時間を指定します (Cisco 800シリー
ズルーター)。

potssilence-time

Cisco 800シリーズルーターの電話インタフェースに関する電
話ポートの物理的特性およびその他の情報を表示します。

showpotsstatus
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ダイヤル前遅延
オフフック状態の開始とデュアルトーン多重周波数 (DTMF)シグナリングの開始の間のForeign
Exchange Office (FXO)インターフェイスの遅延を設定するには、pre-dialdelayコマンドを音声
ポート設定モードで使用します。既定の設定に戻すには、 no形式でコマンドを使用します。

pre-dialdelay秒
いいえpre-dialdelay

構文の説明 シグナリングが開始されるまでの遅延時間（秒）です。値の範囲は 0～ 10です。デフォ
ルトは 1です。

秒

コマンドデフォルト 1秒

コマンドモード
音声ポートの構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが Cisco 3600シリーズに導入されました。11.(7)T

このコマンドがCisco IOSRelease 12.0(2)Tに統合されました。12.0(2)T

使用上のガイドライン このコマンドを無効にするには、遅延を0に設定します。FXOインターフェイスがループ電流
を引き出し始めるとき(オフフック状態)、ループ電流の最初のフローとシグナリングの開始の
間に遅延が必要です。一部のデバイスでは、シグナリングの開始が速すぎるため、リダイヤル

が試行されます。このコマンドはシグナリングの遅延を許容します。

例 次の例では、FXOポートに 3秒のプレダイヤル遅延値を設定します。

voice-port 1/0/0
pre-dial delay 3

関連コマンド 説明コマンド

指定された音声ポートの初期の桁タイムアウト値を設定します。timeoutsinitial

指定された音声ポートのダイヤル信号遅延の継続時間を設定します。timingdelay-duration
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preference (dial-peer)
ハントグループ内の発信ダイヤルピアの優先順序を示すには、ダイヤルピア設定モードで

preferenceコマンドを使用します。基本設定を削除するには、このコマンドの no形式を使用
します。

preference値
いいえpreference

構文の説明 0から10までの整数です。数字が小さいほど優先度が高くなります。既定は最高の優先度
である0です。

値

コマンドデフォルト 最長一致のダイヤルピアが、優先順位の値よりも優先されます。

コマンドモード
ダイヤルピアの構成 (dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。11.3(1)MA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(3)Tに統合され、Cisco 2600
シリーズおよび Cisco 3600シリーズルーターに実装されました。

12.0(3)T

このコマンドが修正され、Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シ
リーズルーターでボイスオーバーフレームリレー VoFRダイヤルピ
アーをサポートするようになりました。

12.0(4)T

このコマンドは変更されました。異なるパターンタイプのマッチン

グのサポートが変更されました。

15.1(3)T

Yangモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Amsterdam
17.2.1r

使用上のガイドライン このコマンドは Plain Old Telephone Service(POTS)、VoIP、VoFR、Voice over ATM VoATMダイ
ヤルピアに適用されます。

このコマンドを使用して、ハントグループ内の一致するダイヤルピアの優先順序を指定しま

す。優先度を設定することで、ハントグループ内の複数のダイヤルピアがダイヤル文字列に

マッチした場合に、希望のダイヤルピアを選択できます。

POTSと音声ネットワークピアが同じハントグループに混在している場合、POTSダイヤルピ
アは、音声ネットワークダイヤルピアよりも優先されなければなりません。

（注）
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ハンティングアルゴリズムの優先度は構成可能です。たとえば、宛先 A、宛先 B、宛先 Cの
順に呼処理を行うように指定するには、次の順序で宛先に優先度を指定します。0が最も高い
優先度です。

•優先度 0 - A

•優先度 1 - B

•優先度 2 - C

このコマンドは同じパターンタイプでのみ使用してください。たとえば、destination uriと
destination-patternは 2つの異なるパターンタイプです。デフォルトでは、destination uriは、
destination-patternより高い優先順位を持っています。

例 次に、POTSダイヤルピア10に優先順位1、POTSダイヤルピア20に優先順位2、VoFR
ダイヤルピア 30に優先順位 3を設定する例を示します。

dial-peer voice 10 pots
destination-pattern 5550150
preference 1
exit
dial-peer voice 20 pots
destination-pattern 5550150
preference 2
exit
dial-peer voice 30 vofr
destination-pattern 5550150
preference 3
exit

以下の例題は、異なるダイヤルピア設定を示しています。

Dialpeer destpat preference session-target
1 4085550148 0 (highest) jmmurphy-voip
2 408555 0 sj-voip
3 408555 1 (lower) backup-sj-voip
4 .......... 1 0:D (interface)
5 .......... 0 anywhere-voip

接続先の番号が 4085550148の場合、試行の順番は 1、2、3、5、4です。

Dialpeer destpat preference
1 408555 0
2 4085550148 1
3 4085550 0
4 4085550 0

次の例では、destination-patternの POTSダイヤルピア 10を 0のプリファレンスに設定
し、宛先 uriの POTSダイヤルピア 20を 1のプリファレンスに設定する方法を示しま
す。destination-patternは destination uriよりも高いプリファレンスですが、destination
uriが優先されます。

dial-peer voice 10 pots
destination-pattern 5550158
preference 0
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exit
dial-peer voice 20 pots
destination uri 5550158
preference 1

終了

関連コマンド 説明コマンド

静的 FRF.11トランク接続の使用時に、着信 VoFRコール
レッグを正しい POTSコールレッグにブリッジできるよう
にします。

called-number(dial-peer)

Voice over Frame Relayダイヤルピアのボイスコーダの音声
レートを指定します。

codec(dial-peer)

地域のアナログ音声インターフェイス関連のトーン、呼び

出し音、周期の設定を指定します。

cptone

ダイヤルピアに使用されるプレフィックス、完全なE.164電
話番号、または ISDNディレクトリ番号 (ダイヤルプランに
よる)を指定します。

宛先パターン

ダイヤルピアを宛先の URI (Uniform Resource Identifier)と照
合するために使用される音声クラスを指定します。

destinationuri

ダイヤルピアの FRF.11 Annex Aフレームの生成を有効にし
ます。

dtmf-relay(VoiceoverFrameRelay)

パケットネットワーク経由でのローカルおよびリモートルー

ター間の通話のためのセッションプロトコルを確立します。

セッションプロトコル

指定されたダイヤルピアまたは宛先ゲートキーパーのネッ

トワーク固有のアドレスを指定します。

セッションターゲット

ダイヤルピアへの接続時に使用されるシグナリングタイプ

を設定します。

シグナルタイプ
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preemption enable
トランクグループでプリエンプション機能を有効にするには、トランクグループ設定モードで

preemptionenableコマンドを使用します。プリエンプション機能を無効にするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

プリエンプション有効にする

いいえプリエンプション有効にする

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト トランクグループでプリエンプションが無効になっています。

コマンドモード
トランクグループ設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(4)XC

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(9)Tに統合されました。12.4(9)T

例 次のコマンド例では、トランクグループテストでプリエンプション機能を有効にしま

す。

Router(config)# trunk group test
Router(config-trunk-group)# preemption enable

関連コマンド 説明コマンド

ISDN PRIインターフェイスで統合モードを有効にします。isdnintegrateall

トランクグループが処理できるコールの最大数を設定します。max-calls

DDRコールの時間を定義し、チャネルから最後のコールをクリアする
時間が与えられます。

preemptionguardtimer

選択した発信ダイヤルピアのプリエンプションレベルを設定します。

音声通話は、より高い優先レベルのDDR通話によって中断される場合
があります。

preemptionlevel

DDRバックアップコールによりプリエンプションされる発信コールの
プリエンプショントーンの有効期限を定義します。

preemptiontonetimer
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プリエンプションガードタイマー
DDR通話の時間を定義し、チャネルから最後の通話を消去するための時間を確保するには、
トランクグループ設定モードでpreemptionguardtimerコマンドを入力します。プリエンプショ
ン保護時間を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

プリエンプションガードtimer値
いいえプリエンプションガードtimer

構文の説明 プリエンプションガードタイマーのミリ秒数。デフォルト値は 60～ 500です。デフォル
トは 60です。

値

コマンドデフォルト プリエンプションガードタイマーは設定されていません。

コマンドモード
トランクグループ設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(4)XC

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(9)Tに統合されました。12.4(9)T

例 次のコマンドセットは、トランクグループ dial2に 60ミリ秒のプリエンプションガー
ドタイマーを設定します。

Router(config)# trunk group dial2
Router(config-trunk-group)# preemption enable
Router(config-trunk-group)# preemption guard timer 60

関連コマンド 説明コマンド

ISDN PRIインターフェイスで統合モードを有効にします。isdnintegrateall

トランクグループが処理できるコールの最大数を設定します。max-calls

トランクグループでプリエンプション機能を有効にします。preemptionenable

選択された発信ダイヤルピアのプリエンプションレベルを設定しま

す。音声通話は、より高い優先レベルの DDR通話によって中断さ
れる場合があります。

プリエンプションレベ

ル

DDRバックアップコールによりプリエンプションされる発信コール
のプリエンプション音の有効期限を設定します。

preemptiontonetimer
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preemption level
トランクグループのダイヤルオンデマンドルーティング (DDR)通話を音声通話の優先順位に
設定するには、ダイヤルピア設定モードでプリエンプションレベルコマンドを使用します。

このコマンドの設定をデフォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

preemptionレベル {フラッシュオーバーライド |フラッシュ |即時 |優先 |ルーチン}
いいえプリエンプションレベル

構文の説明 音声コールの優先順位をプリエンプションレベル 0 (最高)に設定
します。

フラッシュオーバーライ

ド

音声コールの優先順位をプリエンプションレベル1に設定します。フラッシュ

音声コールの優先順位をプリエンプションレベル2に設定します。即時

音声コールの優先順位をプリエンプションレベル3に設定します。優先順位

音声コールの優先順位をプリエンプションレベル 4 (最低)に設定
します。これはデフォルトです。

routine

コマンドデフォルト デフォルトの割り込みレベルは通常 (最低)です。

コマンドモード
ダイヤルピアコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(4)XC

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(9)Tに統合されました。12.4(9)T

例 次のコマンド例では、POTSダイヤルピア 20のフラッシュ（レベル 1）のプリエンプ
ションレベルを設定します。

Router(config)# dial-peer voice 20 pots
Router(config-dial-peer)# preemption level flash

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤラーマップのDDRコールによってプリエンプションさ
れる音声コールの優先順位を設定します。

ダイヤラープリエンプション

レベル

ISDN PRIインターフェイスで統合モードを有効にします。isdnintegrateall
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説明コマンド

トランクグループが処理できるコールの最大数を設定します。max-calls

トランクグループでプリエンプション機能を有効にします。preemptionenable

DDRコールの時間を定義し、チャネルから最後のコールをク
リアする時間が与えられます。

preemptionguardtimer

DDRバックアップコールによりプリエンプションされる発信
コールのプリエンプショントーンの有効期限を定義します。

preemptiontonetimer
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preemption tone timer
DDRバックアップコールによってプリエンプションされる発信コールのプリエンプショントー
ンの有効期限を設定するには、トランクグループ設定モードでプリエンプショントーンタイ

マーコマンドを入力します。有効期限を消去するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

preemptiontonetimer秒
いいえpreemptiontonetimer

構文の説明 プリエンプショントーンの長さ (秒単位)。範囲: 4～30。デフォルト: 10。秒

コマンドデフォルト プリエンプショントーンタイマーが設定されていません。

コマンドモード
トランクグループ設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(4)XC

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(9)Tに統合されました。12.4(9)T

例 次のコマンドセットは、トランクグループ dial2に 20秒のプリエンプショントーン
タイマーを設定します。

Router(config)# trunk group dial2
Router(config-trunk-group)# preemption enable
Router(config-trunk-group)# preemption tone timer 20

関連コマンド 説明コマンド

ISDN PRIインターフェイスで統合モードを有効にします。isdnintegrateall

トランクグループが処理できるコールの最大数を設定します。max-calls

トランクグループでプリエンプション機能を有効にします。プリエンプション有効にす

る

選択した発信ダイヤルピアのプリエンプションレベルを設定し

ます。音声通話は、より高い優先レベルの DDR通話によって
中断される場合があります。

プリエンプションレベル
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プレフィックス
ダイヤルピアにダイヤルされた番号のプレフィックスを指定するには、ダイヤルピア構成モー

ドで prefixコマンドを使用します。この機能を無効にするには、このコマンドの no形式を使
用します。

prefix文字列
いいえprefix

構文の説明 指定されたダイヤルピアに関連する電話番号のプレフィックスを表す整数。有効な値

は 0から 9とカンマ (,)です。プレフィックスに休止を含めるには、コンマを使用し
ます。

文字

列

コマンドデフォルト Null文字列

コマンドモード
ダイヤルピアコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco 3600シリーズに追加されました。11.3(1)T

このコマンドが Cisco AS5300に実装されました。 FAXのストアアンドフォワード
に変更されました。

12.0(4)XJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 1750に実装されました。12.2(4)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました:Cisco 1751、Cisco 2600シ
リーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3725、および Cisco 3745

12.2(8)T

このコマンドは Cisco IOS Release 12.2(13)Tでサポートされ、Cisco 2600XM、Cisco
ICS7750、および Cisco VG200に実装されました。

12.2(13)T

使用上のガイドライン このコマンドを使って特定のダイヤルピアのプレフィックスを指定します。このダイヤルピア

に対して発信コールが開始されると、プレフィックス文字列の値が、関連する電話番号の前

に、まずテレフォニーインターフェイスに送信されます。

同じインターフェイス上のダイヤルされた番号に異なるプレフィックスを設定する場合、異な

るダイヤルピアを設定する必要があります。

このコマンドは、従来型電話サービス (POTS)ダイヤルピアにのみ適用できます。このコマン
ドは、オフランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。

例 次の例では、プレフィックスとして 9を指定し、次に一時停止を指定します:
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dial-peer voice 10 pots
prefix 9,

次の例では、プレフィックス 5120002を指定しています:

Router(config-dial-peer)# prefix 5120002

関連コマンド 説明コマンド

着信コールのダイヤルピアを識別するために使用される完全な E.164電話
番号を指定します。

answer-address

ダイヤルピアに使用されるプレフィックスまたは E.164電話番号全体を指
定します。

destination-pattern
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プレフィックス (付録 G)
ゲートキーパーが附属書 Gボーダーエレメント (BE)に照会するプレフィックスを制限するに
は、ゲートキーパーボーダーエレメントコンフィギュレーションモードで prefixコマンドを
使用します。

prefixプレフィックス*[seq | blast]

構文の説明 BEを照会するためのプレフィックス。プレフィックス
*

(オプション)クエリは隣接する BEに順番に送信されます。seq

(オプション)クエリーは近隣の BEに同時に送信されます。blast

コマンドデフォルト リモートゾーンのクエリーが発生するたびに、BEもクエリーされます。

コマンドモード
ゲートキーパーボーダーエレメントの設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(4)Tに統合されました。 Cisco AS5300、
CiscoAS5350、およびCiscoAS5400のサポートは、このリリースには含まれてい
ません。

12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5850に実装されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン デフォルトでは、ゲートキーパーはすべてのリモートゾーン要求を BEに送信します。 BEへ
のクエリを特定のプレフィックスまたはプレフィックスのセットに制限する場合にのみ、この

コマンドを使用します。

例 次の例では、プレフィックス 408を使用して BEにクエリするようにゲートキーパー
に指示しています。

Router(config-gk-annexg)# prefix 408* seq
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関連コマンド 説明コマンド

ゲートキーパーでBEを有効にし、境界要素コンフィギュレーションモードを開
始します。

h323-annexg
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プレフィックス (stcapp-fac)
SCCPテレフォニー制御 (STC)アプリケーションで使用する機能アクセスコード (FAC)のプレ
フィックスを定義するには、STCアプリケーション機能アクセスコード設定モードでprefixコ
マンドを使用します。プレフィックスをデフォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使
用します。

prefixプレフィックス文字列
いいえprefix

構文の説明 電話のキーパッドでダイヤルできる1から5文字の文字列。文字列はア
スタリスク (*)またはシャープ (#)で始まる必要があります。デフォル
トは **です。

プレフィックス文字

列

コマンドデフォルト 既定値は **です。

コマンドモード
STCアプリケーション機能アクセスコード設定 (stcapp-fac)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(2)T

使用上のガイドライン このコマンドは、FACプレフィックスを既定の (**)から指定された文字列に変更します。

すべての FACのリストを表示するには、 show stcappfeaturecodesコマンドを使用します。

例 次に、FACのプレフィックスをデフォルト値 (**)から 2つのシャープ記号 (##)に変更
する例を示します。

Router(config)# stcapp feature access-code
Router(stcapp-fac)# prefix ##
Router(stcapp-fac)#

関連コマンド 説明コマンド

すべてのコール転送のための機能アクセスコード (FAC)の機能コー
ドを定義します。

callforwardall

不在転送をキャンセルするための機能アクセスコード (FAC)の機
能コードを定義します。

callforwardcancel
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説明コマンド

ダイレクトコールピックアップの機能アクセスコード (FAC)の
機能コードを定義します。

ピックアップ直通

別のグループからのコールピックアップの機能アクセスコード

(FAC)の機能コードを定義します。
pickupgroup

ローカルグループからのコールピックアップの機能コード (FAC)
を定義します。

pickuplocal

すべての機能アクセスコード (FAC)とすべての機能スピードダイ
ヤル (FSD)を表示します。

showstcappfeaturecodes

STCアプリケーションの機能アクセスコード FACを有効にし、
STCアプリケーション機能アクセスコードコンフィギュレーショ
ンモードを開始して、デフォルトからプレフィックスと機能コー

ドの値を変更します。

stcappfeatureアクセスコー
ド
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プレフィックス (stcapp-fsd)
SCCP電話制御 (STC)アプリケーションで使用する機能スピードダイヤル (FSD)のプレフィッ
クスを定義するには、STCアプリケーション機能スピードダイヤル設定モードでプレフィッ
クスコマンドを使用します。プレフィックスをデフォルトに戻すには、このコマンドの no形
式を使用します。

prefixプレフィックス文字列
いいえprefix

構文の説明 電話のキーパッドでダイヤルできる 1から 5文字（0-9、*、#）の文字
列。文字列はアスタリスク (*)またはシャープ記号 (#)で開始する必要
があります。既定は *です。

プレフィックス文字

列

コマンドデフォルト 既定値は *です。

コマンドモード
STCアプリケーション機能のスピードダイヤル設定 (stcapp-fsd)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(2)T

使用上のガイドライン このコマンドは STCアプリケーションで使用されます。STCアプリケーションでは、コール
制御に Skinny Client Control Protocol (SCCP)を使用するアナログ FXSエンドポイントで特定の
機能を有効にします。電話ユーザは、電話番号をダイヤルする FSDスピードダイヤルをダイ
ヤルする前に、フィーチャースピードダイヤル (FSD)プレフィックス文字列をダイヤルする必
要があります。たとえば、スピードダイヤルの 3の位置に記憶されている電話番号をダイヤ
ルするには、電話ユーザは *3をダイヤルします。

プレフィックスをデフォルト (*)から変更する場合にのみ、このコマンドを使用します。

showstcappfeaturecodesコマンドは、FSDプレフィックスとすべての FSDスピードダイヤルを
表示します。

次の例では、FSDのプレフィックスをデフォルト値 (*)から 3つのアスタリスク (***)に変更
する方法を示します。この値が設定されると、電話ユーザはキーパッドの***2を押して、番
号 2のスピードダイヤルにダイヤルする必要があります。

Router(config)# stcapp feature speed-dial
Router(stcapp-fsd)# prefix ***
Router(stcapp-fsd)# speed dial from 2 to 7
Router(stcapp-fsd)# redial 9
Router(stcapp-fsd)# voicemail 8
Router(stcapp-fsd)# exit
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関連コマンド 説明コマンド

この電話回線で最後にダイヤルした番号に再度ダイヤルするための

スピードダイヤルコードを定義します。

リダイヤル

すべての機能アクセスコード (FAC)とすべての機能スピードダイヤ
ル (FSD)を表示します。

showstcappfeaturecodes

STCアプリケーションで機能スピードダイヤル (FSD)の範囲を指定
します。

スピードダイヤル

STCアプリケーションで機能スピードダイヤル (FSD)を有効にし、
デフォルトからプレフィックスとスピードダイヤルコードの値を変

更するためにSTCアプリケーション機能スピードダイヤルコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

stcappfeatureaccess-code

ボイスメール番号にダイヤルするスピードダイヤルコードを定義し

ます。

ボイスメール
(stcapp-fsd)
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preloaded-route
VoIP Session Initiation Protocol (SIP)通話に対してプリロードルートのサポートを有効にするに
は、SIPコンフィギュレーションモードまたは音声クラステナントコンフィギュレーションモー
ドで preloaded-routeコマンドを使用します。既定の設定に戻すには、このコマンドの no形式
を使用します。

preloaded-route[sip-server]サービスルートシステム
いいえpreloaded-route

構文の説明 (オプション) Routeヘッダーに SIPサーバ情報を追加します。sip-server

Routeヘッダーに Service-Route情報を追加します。service-route

VoIP Session Initiation Protocol (SIP)コールのプリロードルートサポートがグロー
バル sip-ua値を使用するように指定します。このキーワードはテナントモード
でのみ使用可能で、それがグローバル設定にフォールバックすることを許可しま

す。

システム

コマンドデフォルト ルートのサポートが有効になっていません。

コマンドモード SIP構成 (conf-serv-sip)

音声クラステナント構成 (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)YB

このコマンドが Cisco IOS Release 15.0(1)Mに統合されま
した。

15.0(1)M

このコマンドにキーワード systemが追加されました。15.6(2)Tおよび IOSXEデナリ 16.3.1

使用上のガイドライン ダイヤルピア設定モードでの voice-class preloaded-routeコマンドは、SIP構成モードでの
preloaded-routeコマンドよりも優先されます。ただし、 voice-classpreloaded-Routeコマンド
がシステムキーワードが指定されている場合、ゲートウェイはpreloaded-Routeコマンドで構
成されたグローバル設定を使用します。

例に示すように、音声サービスVoIP構成モードを開始した後、SIP構成モードを開始します。

例 以下の例は、Routeヘッダーに SIPサーバと Service-Route情報を含めるようにシステ
ムを設定する方法を示します。

voice service voip

periodic-report interval through pulse-digit-detection
85

periodic-report interval through pulse-digit-detection
preloaded-route



sip
preloaded-route sip-server service-route

以下の例では、Routeヘッダーに Service-Route情報のみを含めるようにシステムを設
定する方法を示します。

voice service voip
sip
preloaded-route service-route

以下の例は、音声クラステナントコンフィギュレーションモードの Routeヘッダー
に、Service-Route情報のみを含めるようにシステムを設定する方法を示しています。
Router(config-class)# preloaded-route service-route system

関連コマンド 説明コマンド

音声サービス VoIP構成モードから SIP構成モードを開始します。sip

ダイヤルピア SIP呼び出しのためのプリロードルートサポートを
有効にします。

voice-classpreloaded-route

periodic-report interval through pulse-digit-detection
86

periodic-report interval through pulse-digit-detection
preloaded-route



プレゼンス
プレゼンスサービスを有効にしてプレゼンス設定モードを開始するには、グローバル設定モー

ドで presenceコマンドを使用します。プレゼンスサービスを無効にするには、このコマンド
の no形式を使用します。

プレゼンス

いいえプレゼンス

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト プレゼンスサービスが無効になっています。

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更シスコ製品リリース

このコマンドが導入されました。CiscoUnified CME4.112.4(11)XJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(15)Tに統合されまし
た。

CiscoUnified CME4.112.4(15)T

使用上のガイドライン このコマンドにより、ルーターは次のプレゼンス機能を実行できます。

•内部回線から内部回線へのプレゼンス要求を処理する。内部サブスクライバーに状況の変
更を通知します。

•内線用SIPトランクからの着信プレゼンス要求を処理します。状況の変更を外部サブスク
ライバーに通知します。

•内部回線に代わって外部プレゼンティティにプレゼンス要求を送信します。内線へのス
テータス応答をリレーします。

例 次に、プレゼンスを有効にしてプレゼンス設定モードを開始し、サブスクリプション

の最大数を 150に設定する例を示します。

Router(config)# presence
Router(config-presence)# max-subscription 150

関連コマンド 説明コマンド

CiscoUnifiedCMEに登録された電話機のディレクトリ番号を、プレ
ゼンスサービスでウォッチできるようにします。

allowwatch
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説明コマンド

プレゼンスサービスのデバッグ情報を表示します。debugpresence

許可される同時監視セッションの最大数を設定します。最大サブスクリプション

ルーターがプレゼンス要求の受信を受け入れることを許可します。presenceenable

内部ウォッチャーから外部プレゼンスエンティティにプレゼンス要

求を送信するためのプレゼンスサーバの IPアドレスを指定します。
サーバ

プレゼンスサービスの設定情報を表示します。showpresenceglobal

アクティブなプレゼンスのサブスクリプションに関する情報を表示

します。

showpresencesubscription
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presence call-list
CiscoUnifiedCMEルーターに登録されている電話で、コールリストとコールディレクトリのビ
ジーランプフィールド (BLF)監視を有効にするには、 presence call-list ephone、プレゼンス、
または音声レジスタプールコンフィギュレーションモードでのコマンドです。コールリストの

BLFインジケータを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

プレゼンス通話リスト

いいえプレゼンス通話リスト

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト コールリストの BLFモニタリングが無効になっています。

コマンドモード
Ephone configuration (config-ephone) Presence configuration (config-presence) Voice register pool
configuration (config-register pool)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(11)XJ

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(15)Tに統合されました。12.4(15)T

使用上のガイドライン このコマンドにより、電話はディレクトリ番号の回線状況 (不在着信、発信通話、着信通話リ
ストなど)を監視できます。プレゼンスモードでこのコマンドを使用すると、すべての電話に
対して BLF call-list機能が有効になります。個々の SCCP電話に対してこの機能を有効にする
には、ephone設定モードで次のコマンドを使用します。個々の SIP電話に対してこの機能を
有効にするには、音声レジスタプールコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使用

します。

このコマンドがグローバルに無効にされ、音声レジスタプールまたはephoneコンフィギュレー
ションモードで有効になっている場合、機能はその音声レジスタプールまたは ephoneに対し
て有効になります。

このコマンドがグローバルに有効になっている場合、特定の音声レジスタプールまたはephone
で有効になっているかどうかに関係なく、すべての音声レジスタプールと ephoneでこの機能
が有効になります。

BLFステータスインジケータを表示するには、電話番号または内線番号に関連付けられたディ
レクトリ番号で、allowwatchコマンドでプレゼンスが有効になっている必要があります。

特定のタイプの電話に表示される BLFステータスインジケータの詳細については、お使いの
電話モデルの Cisco Unified IP Phoneドキュメントを参照してください。

例 次の例では、イーサネット電話 1で BLFコールリスト機能が有効になっています。
コールリストまたはディレクトリに表示されるディレクトリ番号の回線ステータスは、
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そのディレクトリ番号のプレゼンスが有効になっている場合、電話機 1に表示されま
す。

Router(config)# ephone 1
Router(config-ephone)# presence call-list

関連コマンド 説明コマンド

Cisco Unified CMEに登録された電話機のディレクトリ番号を、プレゼン
スサービスでウォッチできるようにします。

allowwatch

Cisco Unified CMEに登録された電話機のスピードダイヤル番号の BLFモ
ニタリングを有効にします。

blf-speed-dial

プレゼンスサービスを有効にして、プレゼンス設定モードを開始します。presence

プレゼンスサービスの設定情報を表示します。showpresenceglobal
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presence enable
着信プレゼンス要求を許可するには、SIPユーザエージェント設定モードで presenceenableコ
マンドを使用します。受信するリクエストをブロックするには、このコマンドの no形式を使
用します。

プレゼンス有効にする

いいえプレゼンス有効にする

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 受信プレゼンス要求はブロックされています。

コマンドモード
SIP UA構成 (config-sip-ua)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(11)XJ

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(15)Tに統合されました。12.4(15)T

使用上のガイドライン このコマンドにより、ルーターは内部ウォッチャーおよびSIPトランクからの着信プレゼンス
要求 (SUBSCRIBEメッセージ)を受け入れることができます。発信するプレゼンス要求には影
響しません。

例 次の例は、着信プレゼンス要求を許可する方法を示しています。

Router(config)# sip-ua
Router(config-sip-ua)# presence enable

関連コマンド 説明コマンド

内部ウォッチャーが外部プレゼンスエンティティ (ディレクトリ番
号)を監視できるようにします。

allowsubscribe

CiscoUnifiedCMEに登録された電話機のディレクトリ番号を、プレ
ゼンスサービスでウォッチできるようにします。

allowwatch

許可される同時監視セッションの最大数を設定します。max-subscription

プレゼンスサービスの設定情報を表示します。showpresenceglobal

アクティブなプレゼンスのサブスクリプションに関する情報を表示

します。

showpresencesubscription
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説明コマンド

外部のウォッチャーが内部のプレゼンスエンティティ (ディレクト
リ番号)を監視できるようにします。

watcherall
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pri-group (pri-slt)
チャネライズド T1または E1コントローラで ISDN PRIを指定するには、 pri -グループ( - slt)
コントローラ設定モードでコマンドを入力します。 ISDN PRI構成を削除するには、no形式で
指定します。

pri-group[タイムスロットタイムスロット範囲[nfas_d[バックアップ |なし |プライマリ
[nfas_intnumber]][nfas-groupnumber[iuaas-name]]]]
いいえpri-group

構文の説明 PRIグループのタイムスロット値の単一の範囲を指定します。 T1
についての許容範囲は 1 23です。E1についての許容範囲は 1 31で
す。

タイムスロットタイムス

ロット-の範囲

Dチャネルのタイムスロットの動作を指定します。nfas_d

(オプション)このコントローラーのDチャネルタイムスロットの動
作が NFAS Dバックアップであることを指定します。

バックアップ

(オプション)Dチャネルのタイムスロットが追加の Bチャネルとし
て使用されることを指定します。

なし

NFAS Dのこのコントローラーの Dチャネルタイムスロットを指
定します。

プライマリ

プロビジョニングされた NFASインターフェースの値を指定しま
す。有効な値の範囲は 0～ 32です。

nfas_intrange

NFASグループとNFASグループ番号を指定します。有効な値の範
囲は 0～ 31です。

nfas-group number

非施設関連シグナリング (NFAS)グループを ISDNユーザ適応層
(IUA)アプリケーションサーバ (AS)にバインドします。

iuaas-name

コマンドデフォルト ISDN-PRIグループが設定されていません。

コマンドモード
コントローラの設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

このコマンドが Cisco 2420、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および
Cisco3700シリーズで統合されました。CiscoAS5300、CiscoAS5350、CiscoAS5400、
および Cisco AS5850ネットワークアクセスサーバ (NAS)プラットフォーム。

12.2(15)T
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使用上のガイドライン pri-group (pri-slt)コマンドは、Dチャネルを特定の IUAASにバインドする別の方法を提供しま
す。このオプションにより、RLMグループをDチャネル設定の代わりに pri-groupレベルで設
定できます。たとえば、一般的な構成は次のようになります。

controller t1 1/0/0
pri-group timeslots 1-24 nfas_d pri nfas_int 0 nfas_group 1 iua asname

pri-groupコマンドを入力する前に、ISDN-PRIスイッチタイプと、E1または T1コントローラ
を指定する必要があります。

NFASを設定する場合、pri-groupコマンドの拡張バージョンを使用して、ISDN用に設定され
た関連するチャネライズド T1コントローラに次の値を指定します。

• Dチャネル (タイムスロット 24)の制御下に置かれる PRIタイムスロットの範囲を指定し
ます。

•タイムスロット 24で実行される機能 (プライマリ Dチャネル、バックアップ、またはな
し);後者は Bチャネルとしての使用を指定します。

•特定の Dチャネルの制御下にあるインターフェイスのグループ ID番号です。

NFASグループを IUA ASにバインドするには、iuaキーワードが使用されます。

Dチャネルを IUAASにバインドするとき、 as-nameは、IUA構成中にセットアップされたAS
の名前と一致する必要があります。

メディアゲートウェイコントローラー (MGC)の PRIグループを変更する前に、まずDチャネ
ルをシャットダウンする必要があります。

以下は Dチャネルをシャットダウンする方法を示します:

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# interface Dchannel3/0:1
Router(config-if)# shutdown

例 次の例では、1つのチャネライズド T1コントローラーでNFASプライマリDチャネル
を構成し、Dチャネルを IUA ASにバインドします。この例では Cisco AS5400を使用
し、T1に適用します。T1は 24タイムスロットを持ち、主に北米と日本で使用されま
す。

Router(config-controller)# pri-group timeslots 1-23 nfas-d primary nfas-int 0 nfas-group
1 iua as5400-4-1

以下の例は E1に適用されます。E1には 32のタイムスロットがあり、世界の他の地域
で使用されます。

Router(config-controller)# pri-group timeslots 1-31 nfas-d primary nfas-int 0 nfas-group
1 iua as5400-4-1

次の例では、コントローラ E1のすべてのタイムスロットで ISDN-PRIを設定していま
す。
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Router(config)# controller E1 4/1
Router(config-controller)# pri-group timeslots 1-7,16

次の例では、 rlm-timeslotキーワードが自動的に Cisco AS5350の Dチャネルオブジェ
クトのためのインターフェイスシリアル 4/7:11 (CT3カードを使用している場合は
4/7:0:11)を作成します。 ISDNの Dチャネルパラメータの仮想コンテナとして、24以
外のタイムスロットを選択できます。

Router(config-controller)# pri-group timeslots 1-23 nfas-d primary nfas-int 0 nfas-group
0 rlm-timeslot 3

関連コマンド 説明コマンド

Cisco 2600シリーズルーターの PRIインターフェイスを設定してQSIGシグナ
リングをサポートします。

isdnswitch-type
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pri-group nec-fusion
お使いのNECPBXがFusionCall Control Signaling (FCCS)をサポートするように設定するには、
コントローラ設定モードで pri-groupnec-fusionコマンドを使用します。 FCCSを無効にするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

pri-groupnec-fusion {pbx-ip-addresspbx-ip-host-name}pbx-portnumber

いいえpri-groupnec-fusion {pbx-ip-addresspbx-ip-host-name}pbx-portnumber

構文の説明 NEC PBXの IPアドレスです。pbx-ip-address

NEC PBXのホスト名です。pbx-ip-host-name

PBXのポート番号。範囲は 49152から 65535です。デフォルトは 55000で
す。この値がすでに使用されている場合、次に大きい値が使用されます。

pbx-ポート番
号

コマンドデフォルト PBXポート番号: 55000

コマンドモード
コントローラの設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが Cisco AS5300に追加されました。12.0(7)T

POTSダイヤルピアからのセットアップメッセージのサポートを追加するために、
このコマンドが変更されました。

12.2(1)

使用上のガイドライン このコマンドは、構成中の PBXが NEC PBXで、それが QSIGシグナリングではなく、FCCS
を実行するように構成している場合にのみ使用されます。

例 次の例では、この NEC PBXに FCCSを使用するように指示しています:

pri-group nec-fusion 172.31.255.255 pbx-port 60000

関連コマンド 説明コマンド

NT (ネットワーク)または TE (ユーザ)機能をエミュレートするために、
BRI音声ポートまたはPRIインターフェイスのレイヤー2およびレイヤー
3ポートプロトコルを設定します。

isdnprotocol-emulate

Cisco AS5300ユニバーサルアクセスサーバの PRIインターフェイスを
構成して、QSIGシグナリングをサポートします。

isdnスイッチタイプ
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説明コマンド

CDAPIを表示します。showcdapi

要求されたコンポーネントが所有する生のメッセージを表示します。showrawmsg
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pri-groupタイムスロット
チャネライズド T1または E1制御装置上の ISDN PRIグループを指定し、ISDN PRIシグナリン
グタイムスロットを解放するには、 pri-groupタイムスロットコマンドをコントローラー設定
モードで使用します。 ISDN PRI構成を削除または変更するには、このコマンドのno形式を使
用します。

pri-groupタイムスロットタイムスロット範囲[nfas_d {バックアップ
nfas_intnumbernfas_groupnumber[サービスmgcp] |なしnfas_intnumbernfas_groupnumber[サービ
スmgcp] |プライマリnfas_intnumbernfas_groupnumber[iuaas-name | rlm-groupnumber |サービス
mgcp]} |サービスmgcp][voice-dsp]
いいえpri-groupタイムスロットタイムスロット範囲[nfas_d {バックアップ
nfas_intnumbernfas_groupnumber[サービスmgcp] |なしnfas_int数nfas_group数[サービスmgcp] |
プライマリnfas_intnumbernfas_groupnumber[iuaas-name | rlm-groupnumber |サービスmgcp]} |
サービスmgcp][音声 dsp]

構文の説明 T1または E1コントローラのISDN PRIグループを構成するタイムスロッ
トの値または範囲の値。範囲を指定するにはハイフンを使用します。

（注）

コンマで区切られたタイムスロットのグループ (例、1-4,8-23)も使用で
きます。

タイムスロット範

囲

(オプション) ISDN PRI Dチャネルの動作を設定します。nfas_d

Dチャネルのタイムスロットは、非施設関連信号 (NFAS)Dのバックアッ
プとして使用されます。

バックアップ

(オプション)サービスタイプをMedia Gateway Control Protocol (MGCP)
サービスとして設定します。

サービスmgcp

Dチャネルのタイムスロットは、追加の Bチャネルとして使用されま
す。

なし

Dチャネルタイムスロットは NFAS Dプライマリとして使用されます。プライマリ

プロビジョンされた NFASインターフェースを値として指定します。
NFASインターフェイスの範囲は 0から 44です。

nfas_intnumber

NFASグループを指定します。 NFASグループ番号の範囲は 0から 31で
す。

nfas_groupnumber

(オプション) ISDN User Adaptation Layer (IUA)アプリケーションサーバ
(AS)名を設定します。

iuaas-name
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(オプション) Redundant LinkManager (RLM)グループを指定し、ISDNPRI
シグナリングチャネルを解放します。 RLMグループ番号の範囲は 0か
ら 255です。

rlm-groupnumber

(オプション)デジタルシグナルプロセッサ (DSP)を使用することで、音
声アプリケーション用の ISDN PRIグループを設定します。

voice-dsp

コマンドデフォルト ISDNPRIグループが設定されていません。 pri-grouptimeslotsコマンドが rlm-groupキーワード
で設定されると、スイッチタイプは自動的に国内ISDNスイッチタイプ(primary-niキーワード)
に設定されます。

コマンドモード
コントローラーの設定 (config-controller)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。11.0

このコマンドが強化され、NFASをサポートするようになりました。11.3

このコマンドが Cisco MC3810マルチサービスコンセントレータに実装されまし
た。

12.0(2)T

このコマンドがCisco 2600およびCisco 3600シリーズルーターに実装されました。12.0(7)XK

Cisco IOS Release 12.0(7)XKでの変更は Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されまし
た。

12.1(2)T

このコマンドは、ISDN PRIシグナリングチャネルのリリースをサポートするため
に、 rlm-groupサブキーワードで変更されました。

12.2(8)B

Cisco IOS Release 12.2(8)Bでの変更は Cisco IOS Release 12.2(15)Tに統合されまし
た。

12.2(15)T

このコマンドは、NFASバックアップまたは NFAS noneインターフェイスが構成
される前に、NFASプライマリインターフェイスが構成されるように変更されま
した。

12.4(16)b

サポートが拡張され、MGCPバックホールモードの NFASインターフェイスに
バックアップ機能が提供されました。このサポートにより、プライマリインター

フェイスに障害が発生した場合、バックアップがアクティブになり、通話を維持

できます。

12.4(24)T

このコマンドは変更されました。 voice-dspキーワードが追加されました。15.1(3)T

使用上のガイドライン pri-groupコマンドは、Signaling System 7 (SS7)リンクのDS0タイムスロットの使用をサポート
します。これにより、同じ T1または E1スパン上の SS7リンクと PRI音声およびデータベア
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ラチャネルの共存を可能にします。これらの構成では、コマンドは音声アプリケーションに適

用されます。

SS7対応のVoIP構成で RLMグループが構成されると、デジタル加入者線 (DSL)インターフェ
イス上の ISDNシグナリングに割り当てられたHigh-Level Data Link Control (HDLC)リソースが
解放され、シグナリングスロットがベアラチャネル (B24)に変換されます。 Dチャネルは IP
で実行されます。選択したDチャンネルのタイムスロットは、 isdnrlm-groupインターフェイ
ス設定コマンドを使用して、NFASグループを設定することができます。

NFASにより、単一のDチャネルが複数の PRIインターフェイスを制御することができます。
単一の Dチャネルを使用して複数の PRIインターフェイスを制御すると、各インターフェイ
スで 1つの Bチャネルが解放され、他のトラフィックを伝送できます。バックアップ Dチャ
ネルは、プライマリNFASDチャネルに障害が発生した場合に使用するように構成することも
できます。バックアップ Dチャネルが設定されている場合、ハードシステム障害が発生する
とバックアップDチャネルに切り替わり、現在接続されているコールは接続されたままになり
ます。

NFASはチャネライズド T1コントローラでのみサポートされます。そのため、ISDN PRI対応
である必要があります。チャネライズド T1コントローラが ISDN PRI用に構成されている場
合、NFASプライマリDチャネルのみを構成する必要があります。その構成は、関連するNFAS
グループのすべてのメンバーに配信されます。プライマリ Dチャネルに加えられた構成の変
更は、すべてのNFASグループメンバーに伝播されます。プライマリDチャネルインターフェ
イスは、構成がメモリに書き込まれた後に表示される唯一のインターフェイスです。

ルーターのチャネライズドT1コントローラも ISDN用に設定されている必要があります。ルー
ターは、AT&T 4ESS、Northern Telecom DMS-100または DMS-250スイッチタイプ、または
National ISDNスイッチタイプのいずれかに接続する必要があります。

ISDNスイッチは NFAS用にプロビジョニングする必要があります。プライマリおよびバック
アップのDチャネルは、別々の T1コントローラで設定する必要があります。それぞれのコン
トローラのプライマリ、バックアップ、およびBチャネルメンバーは、ルーターおよび ISDN
スイッチのものと同じ設定を持つ必要があります。コントローラに割り当てられたインタフェー

ス IDは ISDNスイッチのものと一致する必要があります。

特定のチャネルまたはPRIインターフェイス全体を無効にすることで、それをサービスから外
したり、他の状態のいずれかに移行させることができます。これは、isdnserviceコマンドを使
用してスイッチに渡されます。

NFASグループに属するコントローラーがシャットダウンした場合、シャットダウンされたコ
ントローラー上のすべてのアクティブコールがクリアされます (コントローラーがプライマ
リ、バックアップ、なしのいずれに設定されているかに関わらず)、そして以下のいずれかの
イベントが発生します:

•シャットダウンしたコントローラがプライマリとして設定され、バックアップが設定され
ていない場合、グループのすべてのアクティブコールが消去されます。

•シャットダウンしているコントローラがプライマリとして設定され、アクティブな (稼働
中の) Dチャネルがプライマリであり、バックアップが設定されている場合、アクティブ
な Dチャネルはバックアップコントローラに変更されます。
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•シャットダウンされたコントローラーがプライマリとして構成され、アクティブなDチャ
ネルがバックアップの場合、アクティブな Dチャネルはバックアップコントローラーと
して残ります。

•シャットダウンされたコントローラーがバックアップとして構成され、アクティブな D
チャネルがバックアップの場合、アクティブなDチャネルはプライマリコントローラーに
変わります。

ISDN Dチャネル (シリアルインターフェイス)がシャットダウンしたときの NFASの予期され
る動作では、ISDNレイヤー 2はダウンしますが、ISDNレイヤー 1はアップしたままにし、イ
ンターフェイス全体は、タイマー T309で指定された秒数後にダウンします。

プライマリコントローラとバックアップコントローラの間のアクティブなDチャネルの切り替
えは、リンクの1つが故障した場合にのみ発生し、リンクがアップになったときは発生しませ
ん。切り替えが行われると、T309タイマーがトリガーされます。

（注）

NFASバックアップまたは NFASなしインターフェイスを構成する前に、まず NFASプライマ
リ Dチャネルを構成する必要があります。この順序が守られていない場合、次のメッセージ
が表示されます。NFASバックアップおよびNFASなしインターフェイスは、プライマリなし
では設定できません。まずプライマリ Dチャネルを設定します。 NFASバックアップまたは
NFASなしインターフェイスが構成された後にNFASプライマリDチャネルを削除するには、
まず NFASバックアップまたは NFASなしインターフェイスを削除し、それから NFASプライ
マリ Dチャネルを削除します。

（注）

voice-dspキーワードは、ISR-G2 (Cisco 2911、Cisco 2921、Cisco 2951、Cisco 3925、Cisco 3925E、
Cisco 3945、および Cisco 3945Eの 1-Portおよび 2-Port HWIC)でのみ利用できます。このキー
ワードは、音声/WAN(VWIC)インターフェイスカードのコントローラ T1 0/1/0では利用でき
ません。

例 次の例では、PRIおよび NFASプライマリ Dチャネル用に T1コントローラ 1/0を設定
する方法を示します。このプライマリ Dチャネルは、NFASグループ 1のすべての B
チャネルを制御します。

controller t1 1/0
framing esf
linecode b8zs
pri-group timeslots 1-24 nfas_d primary nfas_int 0 nfas_group 1

次に、T1スロット 1、ポート 0で ISDN PRIを設定し、タイムスロット 2から6までで
音声およびデータベアラー機能を設定する例を示します。

isdn switch-type primary-4ess
controller t1 1/0
framing esf
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linecode b8zs
pri-group timeslots 2-6

次の例では、標準 ISDN PRIインターフェイスを設定する方法を示します:

! Standard PRI configuration:
controller t1 1
pri-group timeslots 1-23 nfas_d primary nfas_int 0 nfas_group 0
exit
! Standard ISDN serial configuration:
interface serial1:23
! Set ISDN parameters:
isdn T309 4000
exit

以下の例では、SS7対応 VoIPの専用 T1リンクを設定する方法を示します。

controller T1 1
pri-group timeslots 1-23 nfas_d primary nfas_int 0 nfas_group 0
exit
! In a dedicated configuration, we assume the 24th timeslot will be used by ISDN.
! Serial interface 0:23 is created for configuring ISDN parameters.
interface Serial:24
! The D channel is on the RLM.
isdn rlm 0
isdn T309 4000
exit

以下の例では、SS7対応VoIPの共有T1リンクを設定する方法を示します。 rlm-group0
部分の pri-grouptimeslotsコマンドにより、ISDN PRI信号チャネルが解放されます。

controller T1 1
pri-group timeslots 1-3 nfas_d primary nfas_int 0 nfas_group 0 rlm-group 0
channel group 23 timeslot 24
end
! D-channel interface is created for configuration of ISDN parameters:
interface Dchannel1
isdn T309 4000
end

次に、音声アプリケーションオプションを持つ PRIに T1コントローラ 0/2/1を設定す
る例を示します。

Router(config)#controller T1 0/2/1
Router(config-controller)#pri-group timeslots 1-24
Router(config-controller)#pri-group timeslots 1-24 voice-dsp

関連コマンド 説明コマンド

T1または E1コントローラを設定し、コントローラコンフィギュ
レーションモードを開始します。

コントローラ

RLM構成のために ISDNPRIシグナリングタイムスロットのリリー
スを必要とする VoIPアプリケーション用の ISDN Dチャネルイン
ターフェイスを指定します。

interfaceDchannel
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説明コマンド

ISDN PRIシグナリング用のチャネライズド E1またはチャネライ
ズド T1コントローラで作成されたシリアルインターフェイスを
指定します。

インターフェイスシリア

ル

ISDNが使い始める RLMグループ番号を指定します。isdnrlm-group

ISDN PRIインターフェイス上のセントラルオフィススイッチタ
イプを指定します。

isdnswitch-type

アクティブなシグナリングチャネルがない場合に、T309タイマー
の値を変更してネットワーク接続をクリアし、Bチャネルを解放
します。

isdntimert309

指定した NFASグループまたはすべての NFASグループのすべて
のメンバーを表示します。

showisdnnfasgroup
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プライマリ (ゲートウェイ会計ファイル)
ファイル会計用に生成された通話詳細記録 (CDR)を保存するためのプライマリの場所を設定す
るには、ゲートウェイ会計ファイル設定モードでprimaryコマンドを使用します。既定の設定
に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

プライマリ {FTPパス/ファイル名usernameユーザ名（username）パスワードパスワード |統合
ファイルシステムデバイス:ファイル名}
いいえプライマリ {ftp | ifs}

構文の説明 外部 FTPサーバ上のファイルの名前と場所。ファイル名は 25文字ま
でに制限されています。

FTPパス/ファイル名

このルータのフラッシュメモリまたは他の内部ファイルシステム内の

ファイルの名前と場所。値は、フラッシュやスロット 0など、ルー
ターで利用可能なストレージデバイスによって異なります。ファイル

名は 25文字までに制限されています。

ifsdevice:filename

認証用のユーザ IDです。ユーザ名ユーザ名

ユーザが認証のために入力するパスワード。パスワードパスワー

ド

コマンドデフォルト 通話記録は flash:cdrに保存されます。

コマンドモード
ゲートウェイの会計ファイル設定 (config-gw-accounting-file)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(15)XY

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

使用上のガイドライン このコマンドは、ファイルの会計処理中に CDRが保存されるプライマリファイルの名前と場
所を指定します。指定したファイル名には、ゲートウェイのホスト名とファイル作成時のタイ

ムスタンプが付加され、一意なファイル名になります。

たとえば、ホスト名が cme-2821のルーターで cdrtest1というファイル名を指定すると、
cdrtest1.cme-2821.2007_10_28T22_21_41.000という名前でファイルが作成されます。ファイル
が作成された時刻は 2007_10_28T22_21_41.000.

このコマンドで指定するファイル名の長さを 25文字以内にしてください。これを指定しない
と、課金ファイルの作成時に一部が切れてしまう可能性があります。これは、ホスト名および

タイムスタンプを含む完全なファイル名が 63文字以内であるためです。
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このプライマリ端末へのファイル転送が失敗した場合、ファイル会計処理は最大retry-count
コマンドで定義された回数まで、プライマリ端末を再試行します。その後、セカンダリコマ

ンドで定義されたセカンダリ端末に切り替わります。

プライマリデバイスが利用可能になったときに手動で切り替えるには、 file-acctresetコマンド
を使用します。システムは自動的にプライマリデバイスに切り替えることはありません。

フラッシュが一杯になると、syslog警告メッセージが生成されます。

例 次の例では、アカウンティングファイルのプライマリの場所が外部 FTPサーバに設定
されており、ファイル名が cdrtest1です。

gw-accounting file
primary ftp server1/cdrtest1 username bob password temp
secondary flash ifs:cdrtest2
maximum buffer-size 25
maximum retry-count 3
maximum fileclose-timer 720
cdr-format compact

次の例は、作成されたアカウンティングファイルがどのように命名されるかを示して

います。ルーターのホスト名とタイムスタンプは、次のコマンドで指定したファイル

名に追加されます。

cme-2821(config)# primary ftp server1/cdrtest1 username bob password temp

作成されるアカウンティングファイルの名前の形式は次のとおりです。

cdrtest1.cme-2821.06_04_2007_18_44_51.785

関連コマンド 説明コマンド

バッファからアカウントファイルに CDRを手動でフラッシュするしま
す。

file-acctflush

ファイルアカウンティングをプライマリデバイスに手動で切り替えます。file-acctリセット

セカンダリデバイスに切り替える前に、ルーターがプライマリファイル

デバイスへの接続を試みる最大回数を設定します。

最大 リトライ回

数

プライマリのロケーションが利用できなくなった場合に CDRを保存する
ためのバックアップのロケーションを設定します。

セカンダリ
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プライバシー
RFC 3323で定義されているグローバルレベルでプライバシーサポートを設定するには、voice
service voip sipコンフィギュレーションモードまたは音声クラステナントコンフィギュレー
ションモードで privacyコマンドを使用します。 RFC 3323で定義されているプライバシーサ
ポートを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

プライバシー {pstn | privacy-option[重大]} [システム]
いいえプライバシー

構文の説明 プライバシーのための既定の公衆交換電話網 (PSTN)ルール (情報は Octet 3a)を
使用して、プライバシーサービスがプライバシーヘッダーを実装するように要

求します。選択すると、これが唯一の有効なオプションになります。

pstn

グローバルレベルで設定されるプライバシーサポートオプション。privacy-option

引数には、次のキーワードを指定することができます:

•ヘッダー --利用者に関する情報を識別する可能性がある、Session Initiation
Protocol (SIP)メッセージのすべてのヘッダーに対してプライバシー保護を
要求します。

• History --history-infoヘッダーに保持されている情報が信頼できるドメイン
外では非表示になることを要求します。

• id --ユーザを認証した Network Asserted Identityを信頼できるドメインの外
部の SIPエンティティに対して非公開にすることを要求します。

•セッション -セッションディスクリプション中の情報が信頼ドメインの外部
で隠されるように要求します。

• user --プライバシーサービスがユーザレベルのプライバシー機能を提供す
るよう要求します。

（注）

キーワードは、単独で、またはまとめて、または任意の組み合わせで使用でき

ますが、各キーワードは 1回だけ使用できます。

プライバ

シーオプ

ション

(オプション)プライバシーサービスが指定されたサービスを実行するか、また
はリクエストを失敗させるよう要求します。

（注）

このオプションのキーワードは、少なくとも 1つの privacy-optionキーワード

(header,履歴、 id、セッション、または user)の後でのみ指定でき、コマンド
ごとに 1回だけ使用できます。

重大
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プライバシーサポートがグローバル sip-ua値を使用することを指定します。こ
のキーワードはテナントモードでのみ使用可能で、それがグローバル設定に

フォールバックすることを許可します。

システム

コマンドデフォルト プライバシーサポートが無効になっています。

コマンドモード 音声サービス voip sip構成 (conf-serv-sip)

音声クラステナント構成 (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(15)T

historyキーワードが追加され、history-infoヘッダー情報
のサポートを提供するために追加されました。

12.4(22)T

このコマンドにキーワード systemが追加されました。15.6(2)Tおよび IOS XEデナリ
16.3.1

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン privacyコマンドを使用して、RFC3323でサポートされている値のProxy-Requireヘッダーセッ
トを発信 SIPリクエストメッセージに追加するようにゲートウェイに指示します。

privacyクリティカルコマンドを使用して、Proxy-Requireヘッダーを追加し、値をクリティカ
ルに設定するようにゲートウェイに指示します。ユーザエージェントが、プライバシー拡張機

能をサポートしていない中間者にリクエストを送信する場合、リクエストは失敗します。

例 次の例は、プライバシーを PSTNに設定する方法を示しています。

Router> enable

Router# configureterminal
Router(config)# voiceservicevoip

Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# privacypstn

次に、音声クラステナントコンフィギュレーションモードでプライバシーを設定す

る例を示します。

Router(config-class)# privacy system

関連コマンド 説明コマンド

プライバシーレベルを設定し、発信 SIP要求または応答メッセー
ジで PAIまたは PPIプライバシーヘッダーを有効にします。

asserted-id
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説明コマンド

PSTNから SIPへの通話の発信情報の処理を指定します。通話情報pstnからsipへ

ネットワークが提供する ISDN番号を ISDN発呼者情報要素スク
リーニングインジケータフィールドに渡し、音声サービスvoip設
定モードの発信回線識別子から、発呼者名と番号を削除し、また

は、Remote-Party-IDとFromヘッダーの欠落している表示名フィー
ルドを代替して発信番号の表示を許可します。

発信者
ID(voice-service-voip)

RFC 3323での定義に従って、ダイヤルピア構成レベルでプライバ
シーサポートを設定します。

voice-classsipプライバシー
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プライバシー (補足サービス)
共有回線上の電話がアクティブな通話に参加できないようにするには、補足サービス音声ポー

ト設定モードで privacyコマンドを使用します。既定の動作に戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

プライバシー {on | off}
いいえプライバシー

構文の説明 共有回線上の他の電話がアクティブな通話に参加できないようにします。on

共有回線上の他の電話がアクティブな通話に参加できるようにします。オ

フ

コマンドデフォルト noprivacyコマンドは、ポートのプライバシー機能が無効になることを意味します。ポートの
プライバシーステータスを決定するのはゲートウェイではなく、Cisco Unified CMです。

コマンドモード
補足サービス音声ポートコンフィギュレーションモード (config-stcapp-suppl-serv-port)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.1(3)T

使用上のガイドライン privacyコマンドは、Ciscoサービス統合型ルーター (ISR)またはCiscoVG224アナログ電話ゲー
トウェイなどの Cisco IOS音声ゲートウェイの Foreign Exchangeステーション (FXS)ポートに
接続されたアナログエンドポイントのプライバシーサポートを有効にします。

privacyコマンドを使用して、共有回線上の他の電話がアクティブな通話に参加できないよう
にします。

例 次の例では、CiscoVG224のポート 2/4でプライバシーサポートをオンにする方法を示
します:

Router(config)# stcapp supplementary-services
Router(config-stcapp-suppl-serv)# port 2/4
Router(config-stcapp-suppl-serv-port)# privacy on
Router(config-stcapp-suppl-serv-port)# end

関連コマンド 説明コマンド

補足サービスコンフィギュレーションモードを開始して、FXS
ポートに STCAPP補足サービス機能を設定します。

stcappsupplementary-services
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privacy-policy
グローバルレベルでプライバシーヘッダーポリシーオプションを設定するには、音声サービス

VoIP SIP構成モードまたは音声クラステナント構成モードで privacy-policyコマンドを使用し
ます。プライバシーヘッダーポリシーオプションを無効にするには、このコマンドの no形式
を使用します。

プライバシーポリシー {passthru | send-always | strip {diversion | history-info} [システム]}
いいえプライバシーポリシー {passthru | send-always | strip {diversion | history-info} [システム]}

構文の説明 受信したメッセージからプライバシー値を次のコールレッグに渡します。passthru

受信したメッセージにプライバシー値が含まれていないが、プライバシーヘッ

ダーが必要な場合、値なしのプライバシーヘッダーを次のコールレッグに渡しま

す。

send-always

次のコールレッグから受信した Diversionまたは履歴情報ヘッダーを取り除きま
す。

strip

次のコールレッグから受信した宛先変更ヘッダーを取り除きます。diversion

次のコールレッグから受信した履歴情報ヘッダーを取り除きます。履歴情報

プライバシーヘッダーポリシーオプションがグローバル sip-ua値を使用するこ
とを指定します。このキーワードはテナントモードでのみ使用可能で、それが

グローバル設定にフォールバックすることを許可します。

システム

コマンドデフォルト プライバシーポリシー設定が構成されていません。

コマンドモード 音声サービス VoIP SIP構成 (conf-serv-sip)

音声クラステナント構成 (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)YB

このコマンドが Cisco IOS Release 15.0(1)Mに統合されまし
た。

15.0(1)M

このコマンドは変更されました。 strip, diversion, and
history-infoキーワードが追加されました。

15.1(2)T

このコマンドにキーワード systemが追加されました。この
コマンドが音声クラステナントで利用できるようになりまし

た。

15.6(2)Tおよび IOS XEデナリ
16.3.1
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変更リリース

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン 受信したメッセージにプライバシーポリシーが含まれる場合、privacy-policypassthruコマンド
を使用して、プライバシー値が1つのコールレッグから別のコールレッグに確実に渡されるよ
うにします。受信したメッセージにプライバシーに関する値が含まれていないものの、プライ

バシーヘッダーが必要な場合、 privacy-policysend-alwaysコマンドを使用してプライバシー
ヘッダーを [なし]に設定し、メッセージを次のコールレッグに転送します。次のコールレッ
グで受信したヘッダーから Diversionと履歴情報を取り除きたい場合は、 privacy-policyスト
リップコマンドを使用します。すべてのオプションを同時にサポートするようにシステムを

構成することができます。

例 次の例では、パススループライバシーポリシーを有効にする方法を示します:

Router> enable

Router# configureterminal
Router(config)# voiceservicevoip

Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# privacy-policy passthru

次の例では、常時送信プライバシーポリシーを有効にする方法を示します:
Router(config-class)# privacy-policy send-always system

次の例では、ストリッププライバシーポリシーを有効にする方法を示します:

Router> enable

Router# configureterminal
Router(config)# voiceservicevoip

Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# privacy-policy strip diversion
Router(conf-serv-sip)# privacy-policy strip history-info

次の例は、パススルー、常時送信プライバシーポリシー、ストリップポリシーを有効

にする方法を示しています:

Router> enable

Router# configureterminal
Router(config)# voiceservicevoip

Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# privacy-policy passthru
Router(conf-serv-sip)# privacy-policy send-always
Router(conf-serv-sip)# privacy-policy strip diversion
Router(conf-serv-sip)# privacy-policy strip history-info

次に、音声クラステナントコンフィギュレーションモードで常時送信プライバシー

ポリシーを有効にする例を示します。
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関連コマンド 説明コマンド

プライバシーレベルを設定し、発信 SIP要求または応答メッセー
ジで、PAIDまたは PPIDプライバシーヘッダーを有効にします。

表明 ID

ダイヤルピア構成レベルでプライバシーヘッダーポリシーオプ

ションを構成します。

voice-classsipprivacy-policy
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probing interval
ルーターが送信するプローブメッセージの時間間隔を設定するには、[プローブ間隔 ]コマン
ドを使用します。間隔をデフォルトの数値にリセットするには、このコマンドの no形式を使
用します。

プロービング間隔[keepalive | negative]秒

構文の説明 (オプション)セッションがキー
プアライブ状態のときのプ

ローブメッセージ間の時間間

隔を設定します。範囲は 1秒
から 255秒です。デフォルト
値は 5秒です。

キープアライブ

(オプション)セッションがネ
ガティブ状態の場合のプロー

ブメッセージ間の時間間隔を

設定します。範囲は 1秒から
20秒です。デフォルト値は 5
秒です。

ネガティブ

プローブメッセージ間の秒

数。

秒

コマンドデフォルト デフォルトでは、セッションが通常状態の場合のプローブメッセージ間の間隔は120秒、セッ
ションがネガティブ状態の場合のプローブメッセージ間のデフォルトは 5秒です。

コマンドモード
uc wsapi configuration mode.

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.2(2)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、ルーターが送信するプローブメッセージ間の時間間隔を設定しま

す。

例 次の例では、通常のセッションに 180秒、セッションがネガティブ状態の場合に 10秒
の間隔を設定しています。

Router(config)# uc wsapi
Router(config-uc-wsapi)# probing interval keepalive 180
Router(config-uc-wsapi)# probing interval negative 10
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関連コマンド 説明コマンド

プロバイダがメッセージ送信を停止する前の、失敗メッセージ応答の最

大数を設定します。

message-exchange

システムがアプリケーションを登録解除する前に応答なしで送信するメッ

セージ数を設定します。

probing
max-failure
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probing max-failures
システムがセッションを停止し、アプリケーションの登録を解除する前に、アプリケーション

が応答しないプローブメッセージをアプリケーションに送信する最大数を設定するには、

probing max-failuresコマンドを使用します。最大数をデフォルトの数にリセットするには、
このコマンドの no形式を使用します。

probing最大失敗数 number

いいえ probing最大失敗数 number

構文の説明 システムがセッションを停止し、アプリケーションを登録解除する前に許可される

メッセージの最大数。値の範囲は 1～ 5です。デフォルトは 3です。
number

コマンドデフォルト デフォルトは 3です。

コマンドモード
Uc wsapi設定モード

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.2(2)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、アプリケーションが応答しないプローブメッセージの最大送信数

を設定できます。これにより、システムがセッションを停止し、アプリケーションセッション

を登録解除する前に送信されるメッセージの数を制限できます。

例 次の例では、失敗メッセージの最大数を 5に設定します。

Router(config)# uc wsapi
Router(config-uc-wsapi)# probing max-failures 5

関連コマンド 説明コマンド

プロバイダがメッセージ送信を停止する前の、失敗メッセージ試行の最大数

を設定します。

メッセージ交

換

プローブメッセージの時間間隔を設定します。プローブ間隔
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progress_ind
Cisco IOS音声ゲートウェイで発信ダイヤルピアを設定したり、 Cisco Unified Border Element特
定の通話メッセージ中のデフォルトのプログレスインジケータ (PI)をオーバーライドして削除
または置換するには、progress_indコマンドをダイヤルピア音声構成モードで使用できます。
特定の通話メッセージ中のデフォルトの PIの削除または置換を無効にするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

progress_ind { {アラート | callproc} {有効にするpi-number |無効にする | strip[strip-pi-number]}
| {接続 |切断 |進行 | セットアップ} {enablepi-number |無効化}}
いいえprogress_ind {警告 |コールプロセス |接続 | 切断 | 進行中 | セットアップ}

構文の説明 構成が発信警告メッセージに適用されることを指定します。警告

構成が、Session Initiation Protocol (SIP) 183 Session In Progress (Call_Proceeding)
メッセージに適用されることを指定します。

コールプロセ

ス

構成が通話接続メッセージに適用されることを指定します。接続する

構成が通話切断メッセージに適用されることを指定します。切断する

構成が通話の進行状況メッセージに適用されることを指定します。進行状況

設定を通話設定メッセージに適用することを指定します。セットアップ

指定した通話メッセージタイプで、ユーザが指定した進行状況インジケータ

の構成を有効にします。

有効にする

既定のPIの代わりに使用されるPIを指定します。以下は、呼び出しメッセー
ジタイプに応じた許容可能な PI値です。

• Alert、Connect、Progress、および SIP 183セッション進行中メッセージ:
1、2、または 8。

•切断メッセージ: 8。

•セットアップメッセージ: 0、1、または 3。

pi-number

指定された通話メッセージタイプの進行状況インジケータの、ユーザが指定

した構成を無効にします。

無効にする

指定された通話メッセージタイプ中のすべてまたは特定の進行状況インジケー

タを削除するようにダイヤルピアを設定します。

（注）

このオプションは、POTSダイヤルピア上のコール警告メッセージ、または
VoIPダイヤルピア上のコール処理中メッセージにのみ適用されます。

strip
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(オプション)特定の呼び出しメッセージから特定の PIのみを削除することを
指定します。値は 1、2、8のいずれかになります。

strip-pi-number

コマンドデフォルト このコマンドは発信ダイヤルピアでは無効になり、着信メッセージで受信されるデフォルトの

進行状況インジケータはそのまま引き継がれます (インターセプト、変更、または削除されま
せん)。

コマンドモード
ダイヤルピア音声構成 (conf-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco
7200シリーズ、Cisco 7500シリーズ、CiscoMC3810、CiscoAS5300、
および Cisco AS5800に導入されました。

12.1(3)XI

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

このコマンドは変更されました。 POTSダイヤルピアからのセット
アップメッセージのサポートが追加されました。

12.2(1)

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に実装されまし
た。

12.2(2)XA

このコマンドが Cisco AS5850に実装されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

このコマンドは変更されました。通話アラートおよび SIP 183セッ
ション進行中 (Call_Proceeding)メッセージの処理指示（PI）の削除
のサポートが追加されました。

15.0(1)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 5.1(1)Tに統合されました。15.1(1)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Cupertino
17.7.1a

使用上のガイドライン 発信ダイヤルピアでprogress_indコマンドを設定する前に、ダイヤルピアで宛先パターンを設
定する必要があります。発信ダイヤルピアの宛先パターンを設定するには、ダイヤルピア音声

設定モードで destination-patternコマンドを使用します。ダイヤルピアに宛先パターンを設定
したら、ダイヤルピア音声構成モードで progress_indコマンドを使用して、特定の通話メッ
セージタイプの PIのデフォルトをオーバーライドしたり、置き換えたり、削除することがで
きます。

progress_indコマンドを使用して、Cisco IOS音声ゲートウェイの発信ダイヤルピアに置換えの
動作を設定したり、VoIPコールの適切なエンドツーエンドシグナリングを確保することがで
きます。 CUBEまた、このコマンドを使用して、Cisco IOS音声ゲートウェイ CUBE上の発信
ダイヤルピア上の PIの削除 (ストリッピング)を設定することもできます。例えば、Cisco IOS
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SIPゲートウェイ (または SIP-SIPCUBE)を設定して、別の SIP 183セッション進行中メッセー
ジを生成しないようにする場合などです。

複数のPIを含むメッセージの場合、progress_indコマンドを使用して設定された動作は、メッ
セージの最初の PIのみをオーバーライドします。また、逆方向のカットスルーイベント、例
えばPIが8のアラートメッセージが進行状況メッセージの前に送信された場合など、進行状況
メッセージが送信された後でも、置換PIを構成しても、既定のPIインコールプログレスメッ
セージは上書きされません。

Cisco IOS音声ゲートウェイのダイヤルピアの PIオーバーライド設定を無効にするには、ダイ
ヤルピア音声設定モードで noprogress_indコマンドを使用します。 CUBE

例 次の例は、POTSダイヤルピア 3がコール進行中のデフォルト PIと接続メッセージを
上書きし、PI 1の PIで置き換えるように設定する方法を示しています。

Router(config)# dial-peer voice 3 pots
Router(config-dial-peer)# destination-pattern 555
Router(config-dial-peer)# progress_ind progress enable 1
Router(config-dial-peer)# progress_ind connect enable 1

次の例では、発信 VoIPダイヤルピア 1が SIP 183 Session In Progressメッセージを上書
きし、8の値ですべての PIを取り除くように設定します。

Router(config)# dial-peer voice 1 voip
Router(config-dial-peer)# destination-pattern 777
Router(config-dial-peer)# progress_ind callproc strip 8

関連コマンド 説明コマンド

発信ダイヤルピアで使用される宛先パターン(プレフィックスまたは完全なE.164
電話番号)を指定します。

宛先パター

ン
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プロトコルモード
Cisco IOS Session Initiation Protocol (SIP)スタックを設定するには、SIPユーザエージェント設
定モードで protocolmodeコマンドを使用します。設定を無効にするには、このコマンドの no
形式を使用します。

プロトコルモード {ipv4 | ipv6 |デュアルスタック[preference {ipv4 | ipv6}]}
いいえプロトコルモード

構文の説明 IPv4専用モードを指定します。ipv4

IPv6専用モードを指定します。ipv6

デュアルスタック (つまり、IPv4と IPv6)モードを指定します。デュアルスタック

(オプション)優先デュアルスタックモードを指定します。IPv4 (デフォ
ルトの優先デュアルスタックモード)または IPv6のいずれかになりま
す。

preference {ipv4 |
ipv6

コマンドデフォルト プロトコルモードが設定されていません。 Cisco IOS SIPスタックは、noprotocolmodeまたは
protocolmodeipv4コマンドが設定されている場合、IPv4モードで動作します。

コマンドモード
SIP user-agent configuration (config-sip-ua)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドがCisco IOSRelease 15.1(1)Tに統合されました。15.1(1)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン protocolmodeコマンドを使用して、Cisco IOSSIPスタックを IPv4専用、IPv6専用、またはデュ
アルスタックモードで設定します。デュアルスタックモードの場合、ユーザは (オプションで)
優先するファミリーをIPv4またはIPv6として設定できます。

特定のモード (例えば、IPv6-only)では、ユーザは任意のアドレス (例えば、IPv4と IPv6アド
レスの両方)を設定でき、システムはルーターのコマンドを隠したり制限したりしません。SIP
は、通話ごとに設定されたモードに基づいて、通信に適切なアドレスを選択します。

たとえば、ドメインネームシステム (DNS)応答に IPv4と IPv6アドレスの両方があり、構成さ
れたモードが IPv6専用 (または IPv4専用)である場合、システムはすべての IPv4 (または IPv6)
アドレスを破棄し、DNS応答で受信した順序でIPv6（またはIPv4）アドレスを試します。構成
されたモードがデュアルスタックの場合、システムはまず、DNS応答で受信した順序で、優先
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ファミリのアドレスを試みます。すべてのアドレスが失敗した場合、システムはもう一方の

ファミリのアドレスを試みます。

例 次の例では、プロトコルモードとしてデュアルスタックを設定する方法を示していま

す。

Router(config-sip-ua)# protocol mode dual-stack

次の例では、IPv6のみをプロトコルモードとして設定する方法を示します。

Router(config-sip-ua)# protocol mode ipv6

次の例では、IPv4のみをプロトコルモードとして設定します。

Router(config-sip-ua)# protocol mode ipv4

次の例では、プロトコルモードを設定しないとしています。

Router(config-sip-ua)# no protocol mode

関連コマンド 説明コマン

ド

SIPユーザエージェント設定モードを開始します。sipua
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プロトコル rlmポート
RLMポート番号を設定するには、 protocolrlmport RLM設定コマンドを使用します。この機
能を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

プロトコルrlmポートポート番号
いいえプロトコルrlmポートポート番号

構文の説明 RLMポート番号。ポート番号の選択肢については、下の表を参照してください。ポート-番
号

コマンドデフォルト 3000

コマンドモード
RLMの設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。11.3(7)

使用上のガイドライン 基本 RLM接続のポート番号は、RLMグループ全体で再設定することができます。下の表は
デフォルトの RLMポート番号を一覧表示しています。

表 2 :デフォルトの RLMポート番号

ポート番号（Port Number）プロトコル

3000RLM

Port[RLM]+1ISDN

関連コマンド 説明コマンド

インターフェイスのハードウェアロジックをリセットします。clearinterface

すべての RLMグループのタイムスタンプをゼロにクリアします。clearrlmgroup

サーバの IPアドレスを定義し、インターフェイスタイプを設定し、イ
ンターフェイス設定モードを開始します。

インターフェイス

リンクの優先度を指定します。リンク(RLM)

リンクのダウンが宣言される一定時間前に、連続してキープアライブ

が失敗することを許可します。

retrykeepalive

サーバの IPアドレスを定義します。サーバ(RLM)
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説明コマンド

RLMグループのネットワーク遅延を表示します。showrlmgroupstatistics

RLMグループのステータスを表示します。showrlmgroupstatus

現在の RLMグループタイマー値を表示します。showrlmgrouptimer

RLMグループ下のすべてのリンクをシャットダウンします。シャットダウン
(RLM)

タイムアウト値のデフォルト設定を上書きします。タイマー
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プロバイダ
サービスプロバイダを設定して有効にするには、providerコマンドを使用します。プロバイダ
を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

プロバイダ[xcc | xsvc | xcdr | xmf]
no provider[xcc | xsvc | xcdr | xmf]

構文の説明 (任意) XCCサービスプロバイダを有効にします。xcc

(任意) XSVCサービスプロバイダを有効にします。xsvc

(オプション) XCDRサービスプロバイダーを有効にします。xcdr

(オプション) XMFサービスプロバイダを有効にします。xmf

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード Uc wsapi設定モード

uc secure-wsapi

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。15.2(2)T

xmfキーワードが追加されました。15.3(2)T

xccおよび xsvcセキュアモードのサービスプロバイダーのサポー
トが追加されました。

Cisco IOSXEEverest 16.6.1

使用上のガイドライン このコマンドを使ってサービスプロバイダを有効にします。

有効にできるのは、 xccおよび xsvcセキュアモードのサービスプロバイダーだけです。（注）

例 次の例では、XCCサービスプロバイダをノンセキュアモードで有効にします。

Router(config)# uc wsapi
Router(config-uc-wsapi)# provider xcc
Router(config-uc-wsapi-xcc)# no shutdown

例 次の例では、セキュアモードで XCCサービスプロバイダを有効にします。
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Router(config)# uc secure-wsapi
Router(config-uc-wsapi)# provider xcc
Router(config-uc-wsapi-xcc)# no shutdown

関連コマンド 説明コマンド

アプリケーションの URLを指定します。リモート URL

プロバイダの IPアドレスを指定します。ソースアドレ

ス

ノンセキュアCiscoUnifiedCommunication IOSサービス設定モードを開始しま
す。

uc wsapi

セキュアCiscoUnifiedCommunication IOSサービス設定モードを開始します。uc
secure-wsapi
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プロキシ h323
ルーターのプロキシ機能を有効にするには、グローバル設定モードでproxyh323コマンドを使
用します。プロキシ機能を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

プロキシh323
いいえプロキシh323

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト Disabled

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドがCisco 2500シリーズおよびCisco 3600シリーズに追加されました。11.3(2)NA

使用上のガイドライン このコマンドを使用してマルチメディアインタフェースが有効になっていない場合、または

ゲートキーパーがない場合、プロキシを開始することで、これらのリソースを見つけようとし

ます。マルチメディアインタフェースとゲートキーパーが検出されるまで、通話は受け付けら

れません。

例 次の例では、プロキシ機能をオンにします。

proxy h323
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プロキシ (メディアプロファイル)
CUBEWebSocketプロキシサーバの IPアドレスまたはホスト名を設定するには、メディアプロ
ファイル設定モードで proxy コマンドを使用します。設定を削除するには、このコマンドの
no形式を使用します。

プロキシ {ホストホストポートポート|ipv4 IPアドレスポートポート}
no proxy {ホストホストポートポート|ipv4 IPアドレスポートポート}

構文の説明 WebSocketプロキシサーバのホスト名です。ホスト

WebSocketプロキシサーバのホスト IPアドレスです。ipv4 IPアドレ

ス

WebSocketプロキシサーバのポートです。port port

コマンドデフォルト デフォルトでは無効になっています。

コマンドモード メディアプロファイルコンフィギュレーションモード (cfg-mediaprofile)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドはCiscoUnifiedBorder Elementに導入されました。Cisco IOSXEBengaluru 17.6.1a

使用上のガイドライン WebSocket音声認識サーバと CUBEの間にプロキシがある場合、メディアプロファイルでプロ
キシの IPアドレスまたはホスト名を設定する必要があります。 proxy コマンドは、プロキシ
サーバのホスト IPアドレス、またはメディアプロファイル設定モードでホスト名を設定しま
す。

プロキシサーバが設定されている場合、WebSocket接続はプロキシサーバとの間で確立される
必要があります。スピーチサーバとの直接接続を確立することはできません。

ポートはオプションの設定パラメータです。（注）

例 以下は、における プロキシ (メディアプロファイル) CUBEの設定例です:
router(cfg-mediaprofile)#proxy ?
host WebSocket proxy server hostname
ip WebSocket proxy server IP address

router(cfg-mediaprofile)#proxy host
router(cfg-mediaprofile)#proxy host abc.com ?
port WebSocket proxy server port
<cr> <cr>

router(cfg-mediaprofile)#proxy host abc.com port ?
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<0-65535> proxy server port

router(cfg-mediaprofile)#proxy host abc.com port 3578

router(cfg-mediaprofile)#proxy ipv4 ?
A.B.C.D Specify IP address of proxy server

router(cfg-mediaprofile)#proxy ip 1.1.1.1 ?
port WebSocket proxy server port
<cr> <cr>

router(cfg-mediaprofile)#proxy ip 1.1.1.1 port ?
<0-65535> proxy server port

router(cfg-mediaprofile)#proxy ip 1.1.1.1 port 3456

関連コマンド 説明コマンド

CUBEでストリームサービスを有効にします。メディアプロファイルストリームサー

ビス

メディアプロファイルのアイドルタイムアウトと呼

び出ししきい値を設定します。

接続 (メディアプロファイル)

WebSocket接続のローカルソース IPアドレスを設定
します。

source-ip (メディアプロファイル)

ダイヤルピアレベルでメディアクラスを適用します。メディアクラス
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パルス桁検出
通話開始時のパルス桁検出を有効にするには、音声ポート設定モードでpulse-digit-detectionコ
マンドを使用します。パルス番号の検出を無効にするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

パルス桁検出
no pulse-digit-detection

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト パルス桁検出が有効になっています。

コマンドモード 音声ポートの設定 (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.0(1)M

使用上のガイドライン 外国交換局 (FXS)の音声ポートで、no pulse-digit-detectionコマンドが設定されていない場合、
コール開始時のパルスダイヤル検出は無効になります。既定では、パルスダイヤル検出は有効

になっています。

発信通話の開始時に、機器が誤ってパルスダイヤルを生成した場合にのみ、ユーザは no
pulse-digit-detectionコマンドを設定する必要があります。

（注）

例 次の例では、音声ポート 2/0/0でパルスダイヤル検出を無効にする方法を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice-port 2/0/0
Device(config-voiceport)# no pulse-digit-detection
Device(config-voiceport)# end

関連コマンド 説明コマンド

指定された音声ポートのパルスダイヤル速度を指定します。タイミングパル

ス
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
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